
〔吉武道研究班〕

古武道研究(第�  1報)

総論�  

宮本知次

深 瀬 古 邦 �  

Abstract 

τhe research group of "Kobudo"has been estHblished in 1992. In spite of our effort 

to continue our research.ロopaper has ever been published. 

In the past few years. H considerHble nurnber of researchers had been added to the 

group thereby enlarging the seope of the research. 弔� 

Ithas brought about a renewal of interest in the eontents of the group's research. 

The rnHin therne of the present paper is rnodern special health rnethod which has 

gained popular favor as the physical rnethod besed of Oriental spirit (Kiko， 

すねなyokuken). We can then go on consider the rnodernization of “Nihon-budou"。� 

Oriental spirit and physical rnethod. recornrnendation of “Chineseもujutu".and rnod剛� 

ern fighting話portsfor further discus詩ion. 

l. はじめに一一一研究チームの発足と

本研究班が結成されたのは1992年である.深瀬による「省武道研究プロジェクトチームj

成の呼び

レ一ニンク恭の比較研究」でで、あつた. これまでの研究とは全く無関係な鎮域の研究であったが伺

を持て発足した.深瀬以外は空手道剣道の専門家というメンバ…講成であった.

しかし，何回か開催された研究会で、は，参加したメンバ…から提示されたのは専門的な課題

ヤあった.剣道研究者からは� F戦乱の時期に編み出された武帯が 江戸時代に入った頃から

建社会の理論構築の手段としての武士道論と相候って精神文化の様相をおえて「道J へと変容

発展した経緯が為る.そして明治維新後の日本では一転して，外来文化摂取の奔流の中で，運

動文生近代化の名のもとに式道としての集大成が図られた.更に第二次大戦後は，武道のスポ
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ツ化が進み，剣道の場合は「剣道の国際化」を目指した結果� rスポーツ剣道J が主流を占め

るに五った.そして今� r武道・武芸としての剣道・鈍第」も継承に値する文化的価値がある

と考え，連結として受け継がれてきた武道を現伐の儲鶴観から吟味して武道の文化的彊櫨を

き彫ちにしたい」という題言の提設である.

また，宮本からは11'現代人が好んで実施している詩殊な穂廉法また以養生法のル…ツは，

古代から継承された文化遺産によるものが多い.持に，インドや中留から したこれらの文

化は，地域や時代の背景iこは違いがある仁しても多かれ少なかれ怯統的な武欝や僅需の影響が

伺われる』という意見が出されて，本プロジェクトチームの研究方針は� fj最故知新Jの立場から，� 

r武道の現ft化の研究から缶統的養生法の発提，特に東洋医学の領域に入る文化財醗究までを

研究対象とするj ことが確認されるに叢ったという経緯がある.

このように「忍者研究J から一転大化けして，英樹日な研究築関へと変身したが，

ことにこれまで論文業績を残すまでには至らなかった.

これは一撃に昔話人・深瀬のつ…ダーシップの欠顛と「古武道」に対して全くの素人である

ことに起菌するものと反省しなければならないが，設定した領域が余り� lこも広いので，寵ちに

共問研究を開始するにi主主らなかったという事情もあったことを付言しておく，

その後，チームメンバーの入れ替えがあったことを機に，世話人をj菜類から宮本へと交替し，

鶴田，中関人研究者の猿勇，張成忠を迎えて，研究活動が再開され現主に歪っている.チーム

結成以来，ヂピューするまで随分時間を過ごしてしまったが，これからは罷れた研究成果を上

げるものと期持している.また諮述したように，研究の領域と対象を謹めて広く設定したので，

当分の関，メンバ…の専門領域の単著論文を並列して発表する形式を採り，その関，研究会で

議論を重ねて共間研究の可能性を掠りたいと考えている.� 

1998年度現在の古武道研究瑳のメンバーは詰本知次(法学部世話人) 張勢{法学部非

常勤講師人税成忠(文学部非常勤講師人鶴田友奨(商学部非嘗勤講師)，数高広ニ(工学院

大学)，深穣吉邦{総合政策学部)の� 6名である(j架瀬�  

2. 東洋的体育法の現代的意義

山武道の近代化から現代化へ� 運動文化の搬り起こしと現代的意味論

① 武道とは

「武芸十八殺J とは11'自本武道辞典』によれば「武道の武器費用帯十八種をいうが，中間

明時代初期の� r水j許伝去にみられ11'五才密会JI 11'五雑建』などにも用いられているという.
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代によって武術の種目の挙げ方が異なったともいう.日本では，平山平蔵がこれらに合わせて� 

r武装十八穀略説』を表したJ というが，異説もある.研究者によって多少違いがあるが，現

主の「式芸十八般J は一般に表� 1のようにいわれている.

表� 1 日本の武芸十八般

([謀長託行本武道辞典)

武道の近代化

明治雄新後のE本で辻，近ft語家講築のため を菌札鶴来文化の洪水鶏が

到来した.運動文化も近代スポーツと呼ばれる ポーツの大部分が明治・大正期に輪入さ

れたことは局知の通りである.日 もまた，明治期以降からBB和期ま

でに，流派統合や競技規制， 「国際的な競技スポ-/J

として採択されるに至っている. ま� も近代北しているといえるだろう.

③ 日本武道の文化的価値

しかし，古武道と言われる各分野には，近代化(競技スポ…ツ化)を拒み，伝統文化を継承

しているものも多い.たとえば， 大東流合気柔術，柳生新陰流剣術等々が

それにあたる.

湯浅は，日本武道の現代的な な目的は，身体能力の訓練を通じて心(精

神)の能力を発達させることにある. 略)その源流は仏教の常行三味の修業法にあり，無

意識のi費動作用をコントロールし 意識と蕪意識を統合することにある. したがっ

伝統は， !惑靖をコントロールできる円熟した人格を形成することが究極のねらいとなる 1

1
)t 

述べ，伝統文化としての話本武道に現伐的意味づけを行っている.

出現代に生きる伝統的に運動文化の系譜一一東洋的f本育法の現代的意義� 

@ 生涯{本青について

最近の生涯手本育論やスポーツ論の背景には，現ft社会が入の穣療関題や生き操の在り

かわっていることは忠明なことである.今村によれiえ生涯体青とは「年齢，性別，能力の知

荷にかかわらず，人々が等しくその龍力，関心，必要に0tて享受できるもので為ると

現代人を不安や拡独，無力感から解故し，心身共によ与建E美的な人生を全うすること

するものである.つまり人々に岳己の毘護と告己実現の喜びゃ楽しみを与え，部物かの成設を

通してカの感覚を与え，人間にとって普遍的に妥当する髄笹を媒介とした暖かい人間関係への

参加を過して，自分を支える確かなものへの帰属感を与えるものでなければならない戸と
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明している.

広く…較に普及している「生きがいスポーツ」や「韓康スポーツ j の種類は多岐にわたるが，

その中でも気功や太樫拳， ヨーガ，整イ本法などに代表される東洋の技法群は，現在では多くの

人々に愛好されている.

表 2 東洋の特珠欝壊法(養生法，緯身法}

1.インドから1i~わったヨーガ 

2.気功法幕引荊，太額拳などの中関武術の←一部 

3.野LJU青哉れまるちか)が告IJ案した整部法 

4.長井津{主:がし、わたる)が翻案した真向法 

5. rft井号支郎が創案した自彊蔀(じきょうじゅっ} 

6.議本敬三が脅IJ案した接体法

また iま武道を起源とするものが多く 入の稽神安定や鍛錬を含これら

む心身安定の技法であることが特散といえるだろう.更には，自黙観や人間観，世界観といっ

た患想、や宗教観に及ぶ構神文化を内包する運動群なので，背う入を魅了する「特発建康法J と

して現代では位震づけられる運動群と設えるだろう.

東洋的体育法とは

太極拳等で1i:表される東洋体育迭の持殻は r心券一郊の体育観J にあ与，その体育

観は「身体の言11諌が開持に心の訓練であり，それは心の向上，つまり人轄の成長や人間性の変

革といった人間の生き方の問題につながっていくものでなければならない」幻といえるだろう.

たとえば気功は，津村によれば r4千年も苦まで史料をたどることができる中層在来の伝統

的弱日鍛錬法で為り，自己療法である.筑とは万物の審在エネルギ…であち，人間存在の見え

ざる生命力・復元カ・治療力のことでもある.ふだんは自覚してい会い内部の宇宙的生命潮流

を体感するところから気功がはじまる.心とからだの自己コントロールによって，その

の方を最大限に発揮し，からだが本来もっている自己競箭作用を十分に発揮させ，病を予防・

るということだけでは会しに，各人がもっ可能性をもっとのび、やかに解き放ち，充実し

た日々を送ることができるようになるためのトレーニングが気功である J4)と説明 L 気功に

は「武術気功j と「監嬢気功」が為り，医穣気功(軟気功)には「外気功J (気功師が気のエ

ネルギーそ使って治療する射気功〉と「内気功J (患者の自己訓練によって筑のエネルギ…会

コントロールして治療する方法)があり，さらに内気功には f静気功J (膜想気功)と有意・

禁意の「動気功J (連動気功)があるとしている.
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また，太極拳は� r準J の字が示すように元々は中臨武術で為る� r太種」の字義は中国吉代� 

f易経J にその出典がある� r易」とは変化の意である.すべての事象は常に生成

変化する，その変化の中;こ不変かっ普遍の定理・法開(太樫)を見出そうするのが基本的な考

え方である.古くは「軟拳j rj占綿拳J r十三勢」などと時ばれていた武術を，� 18世紀末，

道家・武術家であった王宗岳が「太権拳謹J の中の論文「太犠拳論j を表したところから「太

という呼祥が定着していった.

技の特徴が，行雲流水，連緯と流れるように柔らかく動き，筋力やスピ…ドに頼らず相手を

制するところから，老若男女を関わず，生援にわたって稽古ができ，その涯学的合理性が健棄・

養生法の代表格として現在評錨されている.

このように，日本武道・中国武衛・現代の東洋養生法等の運動文化は，東洋の思想、や宗教と

いった精神文化に裏打ちされた「心身一如J ，こ増納する文化といえる.ここでは，これを「東

洋的体育法j と 時ぶものとした宮本知次)�  

3. まとめにかえて 研究領域の設定と研究の恭本方針

「吉武道研究J 瑳の今後の研究鎮域と方針を，次のように要約しておきたい，� 

1) 日本武道(武道の現代化という視立から)誹究� 

2) 東洋思想、と東洋運動文化(特に東洋養生法)研究� 

3) 中国武術研究と(日本武道，武器，身体技法の)比較研究� 

4) 現代格技スポーツの諦究

本研究班の研究内容や方法が多岐にわたるので，当分の間，諜究員の「単箸論文j を並弼掲

載するものとし，やがては「共期講究Jに発麗させたいと考えていることを付記しておきたい.

また，中国武術や日本武道，養生法研究に関心を持つ本学保健体育関係者を迎えて，更なる

国りたいと考えて いる宮本知次，i梁瀬
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幕末，武州御獄山における天然理心流についての一研究

数 馬 広 �  

Abstract 

The Tennenrishin-Ryu School was founded by Kuranosuke Kondo in the 五ansei 

period (1789-1801)、 asa branch split from the Tenshinshoden-KashimaShintoヴミyuゅ� 

Kenjutu School. 

There were many followers in the Tama area of the Bushu District and Soshu Dis-

trict.The school has been prospering until today. This research aims at clarifying the 

fact that the mentors of M t. Mitake of the Bushu had become pupils of The 

Tennenrishin-Ryu School and the reason why they had started to practice The 

Tennenrishin-Ryu. 

The results are日ummarizedas folIows : 

1. As the founder of The Tennenrishin-Ryu School‘Kuranosu主eKondo. who 

haiIed from Onshu (presently Shizuoka Pref.) . had his Dojo at Tobuki village. north 

of自achiojiin the Tama District in the Kansei period. The Tennenrishin-Ryu School 

spread in the Tama District and its vicinity. 

2. There were many farmers at the Tobuki Dojo who practiced The 

TennenrishirγRyu School. San詰ukeKondo and Shu時ukeKondo became thぞ� succes. 

sors to the schooL 

The man well known as the head of The ShinserγGumi. Isami Kondo was the suひ� 

cessor. too. Itwas outstanding that more than 100 mentors of M t.Mitake had bゎ� 

come pupils of The T ennenrishirγ. Ryu School from 1811 to 1867. 

3. Mitake. a sacred mountain. is located in Ohme City. west of Tokyo. 929 

meters above sea level. The faith in揺t.Mitake was born in the Middle Ages from 

farmers in the 1くantoDistrict who prayed for good harvest. The mentors of Mt. 

話� itakehad been propagating their religion around the Bushu District in an attempt to 

acquire their followers. They even organaized a pilgrim association for the same 

cause. They climbed Mt. Mitake together and made a monetary contribution to the 

Mitake Shrine. Around the Kansei period. “MitakeωKo" had been insreasing more 

and more in number. Then the mentors could afford to learn Kenjutsu. 

4. The mentors of M t.Mitake came to resorting to force for protecting themselves 

from enemies whom they came across while spreading their belief. since they were 

carrying much money that they got from preaching their folIowers. 

5. Mentors often used swards as tools for praying. so they wanted to improve in 
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handling 討wards. Then. it was natural that thぞy should become pupils of The 

Tぞれnぞnrishin-Ryu Schoo上� 

6. In short theyconceived that being the students of Tbe Tennenrishirγl勺TU毛� 

School would help them to incrω対� thenumber of thぞirbeliever日.� 

7. (ο)n thぞ� otherhand 臼叩� 引肘肝れ 出� 川}バ 引付� ‘ The 丁enne き恥、七Jyu S弐ミ周一-shinγ一}川� 削� Isaw toi代� ha 叶 iho)0汁 怜� t出凶tthey COllldr

t誌ak tiκdval 0バ� ル損1tし. M引� れ叶、'Iigious influence in order to expand王仔ぞ 込以� げntage f 為� itake e The川� 

Tennenrishin-Ryu School.In return，somぞ� ofmentors were given the priority to get 

1.the license for a shorter period by The Tennenrishin-Ryu Schoo

1.はじめに

る頃，剣術流派の数は全器で500以上といわれるiまどにのぼった.こ

罰として，寛政の改革以降の武士階級における武芸奨励の思潮1) また榎本氏2)や長尾氏a)ら

が指摘するようを{主流試合の横行，そして江戸時代に菌学帯刀を許されなかったはずの農民震

が剣街を学んだこと� 1)などが挙げられている.また各流派がいかに自流の門人を護得すべく工

夫や努力を重ねたかにもよると考えられる.

現在一般的に「剣道j や武道などの身体運動が普及し得た以前(明治以詰〉の社会背景を多

面的に探ることは これから将来における武道の意義を再確認する上で必、要会作業であろう.

筆者は剣術流派の普及浸透と山岳信{却における御師との関保，という規点から調査してい

る� 4)本稿では武州多綾地域で，江戸時代寛政期以降におこなわれた天然理心誌と武州御議山

御師との結びつきを検討するものである� 5)

幕末期多護地域は八王子千人間心を中心として式術が盛んに行われた6) 主な淀謙として，
てんねんりしん丹ゅう ほくしんいっとう丹ゅう かいへい草んちり場う じきしんかげ町ゅう

流，
りゅう

天然理心流，柳隣Ij淀，
りゅうごうりゅう

申謙一刀流，
こうげんいっとうりゅう

~と援一刀流，開平三知涜，直心影流， 

7i道道武三元被などが挙げられる.天然理心流についてはすでに小島氏、幕末史三十一人

会7lによる毅宮な研究がある.筆者はこれまで明らかにされなかった東京都背棟前縄岳
ゆめしみたけ

山の御

鶴家所議史料および，渡遺…郎氏所蔵縄岳山文書の閲覧をさせていただき，今研究を進めた.� 

2. 芙業主JC31について8)

こんどうくらのすけ訟がみち てんしんしようでんかししましんとうり申う

天然理心流は遠江出身の近藤内義之助長裕を開祖とする‘長裕は天真正伝麗島神道流を学

んだのち天熱理心流を聞き，建設時代� (1789-1801)以降，武ナ1'1多望聖地方や相州へ勢力を広げ

ていった.内容は剣議，柔術，棒術，気合窮などを含む総合武術であったといわれる.
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道場は岡田薬研堀(現東京都中央広蓮研堀)にあ仏文化  4年 (1807)10月16日，薬研堀の告

宅で没した.法号は「智正毘顕日理居士J・纂石が天霊山妙久寺(東京都江東区北砂町)

龍山桂福寺(東京都八王子苦戸吹町)および学接出勧行寺(神奈)11県議浜甫西区商軽井沢)の 3カ

所に為る.
の司ゆき とぶ~

二代割近藤三助方昌 (1774…1819，のぶまさともいう)は武ナ1'1多摩郡戸吹村名主坂本戸右衛

丹の長男として安永 3年生まれ.寛政 8年 (1796)23議で近藤内臓之助長裕iこ入門した.文化 

4年 (1807)34裁のときニ代詩を継承.方品…代に譲り「近藤姓」を名乗った.文政 2

で没.法号泣「帯、応、院天外理熟語士」・現在，纂石は桂補寺にある.初代長裕は坂本家に逗留

して付近門人に剣備を教えた，
おやまむら

三代目遊説泊う説藤東邦武(関五郎・蕗平，周助・周斎1792~1867) は武ナ1'1 多壁郡小山村三

ツ日(東京都町田市)の名主島崎体右海内
しまぎききゅうううえもん

高友の 5男として，寛政 4年生ま礼文化  8年 (1811)

20織で近藤三重さに入門.三助が没した翌年の文政 3年(1820)，周助は報卦i藤沢宿
ふじきわ

へ， ま

政 7年 (1824)八王子に移持， 2年後の文政 9年lこ小UJ村に戻って実家の屋敷内 を開いた.

天様10 (1839)年に道場を江戸市ヶ谷榔町に移し「試衛館J と名づけた.
こんどうい草み

西代日近藤典 (富市勝五郎1834~1868) 辻武ナH多摩郡上石謀村宮川久次郎三男で叉保 5年

生まれ.嘉永元年 (1848)14般の時のとき近藤周助に入門.嘉永 2年近藤家の養子.文久 3年 

(1863) ，徳川家茂上i各に先んじて議士掠に加わるーのち新撰組を組織.慶}O4年(1868)斬嘗.
晶、ばたまんべえ F

門弟を為げると初代長裕歴代の高弟に小幡万兵第健虞 別系ニ代昆といわれる小泉茂
こいずみも

左禽門
えもん

みや会か'" ~えも人 命晶、くの とだかく年い

幸蜂(梧ナ1'1高麗郡下九沢村)，宮間武左衛門(武州多摩郡大久野村主之内入戸田角舟{武州多

綾部埠平村・柔術)等がある.

またニ代目三助の高弟として武ナトi多摩翠戸吹村出身の八王子千人同心家増田義六
ますだぞうろく

一武(三沢

蔑六・幼名坂本佑議)や岡村の八王子千人同心家荘議官長栄積などがお札近藤三助没後も

千人間心身分でありながら戸吹の天熱理心流道場を指導していた.

増田議六(1786~1871)は，武弁|多摩郡戸吹村，坂本十右衛門の末男として天明 6年生まれ.
殺人ぞう

幼名を専議といった.天然理心流二代目近義三助に文化 2年(1805)2月に入門.同年12丹に「切

紙J と「詩録J・のち同村の三沢家へ養子，三沢議六と改めた.その後「序自銭J r中握意J r免

許J rE:p可」を取得し r指南免許」は入丹後24年目の文政11卒(1828)に取得.文教 8年 (1825)

議六40歳の時，八王子千人町増田家の養子となり，戸吹の道場は蔵六の弟子，松Ib奇正作が縦いだー

そこで厳六は千人町の臆敷内に剣街道場を建設し，八王子千人間心の門人を指導した.明治 4

年86裁で没.

在議吉祥栄積  (1796~1854) 9)は寛政 8年齢1'1多憲郡戸吹村に生まれた.近襲五動方品に入
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問し，文政 8年 (1825)29哉のとき，増田畿大のあとを受けて戸吹の道場を継いだ.議永 7年

四歳で没.
まつ~きわたごろう

松崎和多五部制栄 (1816-1889)は文化13年に松崎正作栄積の長男として生まれた.天謀?

年(1836)2丹， 24設の時に父松崎正作栄請に入門した.再年 4月「切紙J.天保吉年「序回

天穣10年11月中極意提録，天保13年 9月27裁で、「免許」を家得.嘉永 5年(1852)11月に増田

蔵六から「見分J を受け，語範免許を取得した.明治22年没. 

1795-1864)は10) 多摩都大久野村主之内で寛政 7年に生まれ.幼名定吉.

代々「武左衛門J を継承.父武左衛門 (r天然理心居士」嘉永 5年没)は初代長裕に入門.

和 3年 (1803)正月に免許，天保14年(1843)指南免許を受けているが，その 4年前に御難山

坂本講師を門人としていた.

富男家 iま11::々，八王子千人関心窓閉鎖三郎組関心.付近の家60軒ほどでは，かつて錦議講を
ニi.>~

行っていた.今iま「鈴木御師j の配札のみ.村内西部の小学「肝要
かんよう

」に試，武州御難 111の遥拝

毅があったと伝えられている. また加住村の八王子千人i奇心大沢文官は大久野村玉之内の

へ養子にはいったのち，宮間家道場で稽吉を行った.

長議告義孟ai藤原久敏(1800-1857)叫ま，多壁郡砂川村井齢捕の子.寛政12年生まれ.

文化14年頃， 17識のときに戸吹村の近藤三助道場に入門.文政五年増田義六より「免許」を受け，

門人に指導していた.安政 4年58農で没.井瀧家のある砂JII九番は江同時代砂JII新田とよばれ

ており，御巌講の結成があった.井瀧家も武剤、|御嶺講を行っていた.配札は「鈴木御師J・

天黙理心流の目録段措は「切紙J rj事信銀J r中極意目 「印可皆伝J r強調免許」

となっている.

以上，天熱理心流の伝系にふれた.つぎに武ナ1，縄畿山鯨師の入門についてみてみよう. 

3. 武州御議出縄師の天然環心流入門

(付近藤三助への入門


増田勝家文書 T神文之事 3年~嘉永 6年).Jlく写真 1>12)にはつぎの記載がある.
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(八王子市下患方増田勝家蔵『神文之毒事記

文化八年二月吉詰

御巌山


轄矢葡守藤雅照{虫判) 


問(靭矢)程曾 (車判)


岸野佐渡藤膿朝栄(血李11)


許椋宮内 藤原義嬢(在押) (血判)


久保田お京葉東盛連(血判) 


秋山丹宮藤原賓高(血判〉 


林米議 

ぷしゅうみたけ事ん

この� 7名の入門者は武ナトi御巌山の御
者

鵠であった.

門弟帳の初頭記載の入門門人誌享和� 3年� (1803)から始まり，起証文言言書部分「神文之事j

が分断されている.増田畿大が近藤三助に入門した時期は 文化� 2年(1805) 2月13)もしく

は文化11年� (1814)年正月 14)である.文1t8年頃には増田義六が門人指南免許を持つてなかっ

たとすると，入丹した武州御難山観i締は二代目近藤三助門人であると考えられる.

制御搬山御師について15)

みたけ事ん

御獄山は東京都青梅市の南器端に{立量し標高929メートル.中世以i弘義王権現を
ざおうごんげん

本尊とす

る山岳欝悔が発達し 御撰義王権現あるいは武州金峰山さんと唱えられ，関東における義主権
〈しまちのみこと 者お怠むちのみこと

現器保の中心、であった.鋼祭神として櫛真智命(知恵，戦構，学部の神)および大己費命(農
すくぷひニのみこと

耕漁労関連強権の梓)， 少彦名命の三神をまつるー神社説立は，� 2，060余年前の人皇第10代紫
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神天皇七代で，伺12代景行天皇のとき日本武尊が
やまとたけるのみこと

東征の折に武州御法山の山環に武具を惑し

たために武義の悶号が興ったと伝えられている.天平� 8年� (736)憎行基が蔵王権現を安量した.

その後兵乱によって荒廃していたところ文臆完年(1234)大中在国兼
くにかね

が武制御議山に登り，改

めて藤王権現を鋳造奉識し神殿を帯興した. {I彦験の霊場として栄え，謙禽，室町，江戸時1tの
あかL、とおどし島およろい

よび諸特の崇敬があっく，建久� 2年� (1191)に晶山重忠は「葬糸織大鎧 J (国主)を

奉納している.江戸時代慶長10年� (1605)徳川家壌が大久銀石見守長安を譜講悲行として本社

を再建し，江戸城鎮護の御社と定めた.

御議山内では，民衆の御嶺神社に対する罷仰が摩くなるにしたがって，御師が現れ， ~誇畿講

が組識され，榔議参りが盛んとなった� 16)
会んきとう� L ~んのっとし

縄師と� tt，r御析祷鯨J r智詔万師」の略称で，舗壊関係にある謹那の願意を神前に取り次ぐ

神職で，講師は農村の玉要な家(講元)に宿治して信仰者(棲那
だんぷ

)を集め，加持析祷をして神

社の札を配り〈配本し)，権部からは金や米を受け取って山へ帰った.

韓議山f部部の配札は年に� 3回で「冬建り� J (2 Jiから 3 Ji8日まで)� r夏廼り� J (5月8日頃

から)，� r冬廼り� J (11月下旬から� 3月上旬)である.また，� 3月g自に践の出祭(揚祭)とと

もに「春山」が関かれ� 5丹8日嘆にかけて議中の代表が網師家に宿泊し，武州梅議山神社へ登
'l、f

拝する.このときに「太
だ

々神楽
ざいかぐら

」も奏上することがある� r太々神楽j の奉納は費重な臨時収

入海であったので，� 1i部議f卸蹄iま現植のたびに御議講社に対して太々神楽の勧誘を行っていた.

武什i御獄講の経盛について，斉藤氏17)の指諦によれば「御議出の御師団の櫨那は江戸中期

なかんずく寛政期にいちおうその穫得もピークに達して安定した時期であった.J とされる.
さんじよう島し 事かもとおし

御鵠集落は，御撤山地広(山上御師という)と，御獄地区(披本梅師または滝本御師という)

とに大きく分けられる� r山上御師」は神職専業で，坂本調師は農業を兼業とする梅師であっ

た� 18)

天探11年(1840)の武チト|御歳出内のようすを� f武升l多勝郡得議山人知」19)でみると，武丹、|御

機出の中では，大宮罵家金井家が各御鰐を支配しており，出上にはこの金井家を含めて200人

が註居し，山上御師家は122名であった，

御隣家の数は，明暦年開(1655-1658)頃は山上・山下御蹄を含めて60家以上であったが，

弘イヒ年間(1844-1847)52家(出上35家 出下17家)と減少し，現在は山上に27家の梅鶴.山

下〈岐本・滝本〉に� 7家の御鱒が存在する.� 

(3) 御搬山偶蹄の入門


つぎの資料から天然理心流に入内した武州御鎌出制師を抜き出してみる.
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①ず神文之事(文教元年一文政九年り 20)
 

f天保四歳正月与 1)門人性名i按.!l21)


③「天保五年_.!l22)


ず宮i渇定平門弟!賎.!l23)
 

⑤ F嘉永三成年六見吉自 門弟神文許担椋松崎翼Ij栄 

(⑤ r暁治三午年七丹門弟神文許担軽 j庫、員tJ栄

門人として 58名作名は移籍なので開一人物)の武州鄭識山御轄の名前がみえる. 

御師について F武州侮議昔語り(片鱗太郎述)を参考に， r~却師氏名 j ， r御語家の屋号j，r入

門年j，r部置の名前j，r入門年齢j，r切紙， J芋日録，中極意目録の取得年Jを(表 1)に示した.



80 中央大学保健体育研究所‘紀要 第17号

表� 1 御嵐山における鰐術流派(天然理心涜)� 

NO 氏 名 採り 入 門 司 : �  sjfi i死 人年齢的 切 紙� If 1I 銭 '1'事長主主 免 長t 

秋� 11I汁� 'J:1llq， 文化� 8. 2 近藤助�  

2 籾� x:筋三}て ち長坊 文化� 8. 2 近畿:助� 30 

1 3 初欠校内 俵坊 文化� 8. 2 近藤� i助� 13 

4 J1税評1'1よj h'まん 文化� 8. 2 近藤一:助� iき� 

5 久1~創刊イ iぶ 文化� 8. !近藤う助 

6 ぷ聖子役� j度 (おき) え;化� 8. 2 i!i語審←ミ助 44 

? 林米講義 大みち 文化� 8. 2 i!i縫う民主 20 文化� 8.4 文化� 9. 11会 文化� 12. 4 文化� 14. 5 

8 秋山金兵衛 畑中 文政� 7. 8 士脅Hl綾六� E武

き }十榔寺金炎 ti.，まん K.事長 8. 4 増i汁}縦六.~ 天保� 8. 4年 のち松崎門下� 

!1O Ii柳 1I衛門 災保� 8. 4 検問縦六-が; 天{本� 8. 4寺三 のち松織内卜� 

11 川柳綾部 みなみ 災保� 8. 4 士終日1蔵 武 災保� 8. 411' 

12 11'柳図書 南ド 災保� 8. 4 機関蔵六-武 災保� 8. 4年� 

13 弁牧太 やしき 天保� 8. 4 増!丹}後六ゐ依� 22 災保� 8. 4年 のち松崎門下� 

14 I片柳� i良iJ: ひのうちば 米係� 8. 4 場付j縦六みがえ� 25 天保� 8. 4年 のまう松崎� 1"1 f' 

15 久保問弾れ 去をi忠利� k保� 8. 4 t穏Hl緩式会武� 23 災保� 8. 411ミ のち松鹿併をiト� 

16 鈴木伊織 鈴木� k{~ 8. 4 地Hl成六武� 23 

17 須総兵衛 災保� 8. 4 fi'lIHi絞六'jEに 災保� 8. 4今t 

18 須崎歳入 かど
大x ii涙呆180•. 43.15 

期間蔵六-武 天保� 8. 4均三� 

19 青木兵衛輔 ひがし ?別対 )E'le 24 

20 天野t:J!言 坂もと� kl呆10，� 3.16 下¥I品;li誌、ド� 22 

21 '1、潟小� i際太� ドさか� kW:lO， 3機� 16 j下計五Ji与、� je i宮� 

22 jヒ島束力 にや 災保� 10. 3.16 '~';I刈定、ド 19 

23 北線維業輔 内合 k1栄10. 3.16 i }:li品j去、ド� 22 

24 jヒAMi潟輔 こと� i){ k1栄10. 3.16 '/:il品;J;;主‘ド� iヲ� 

! 25 議運事縫般章構 大かさ� kf泌10. 3.16 泣;判定、� le 32 

26 秋山手普� JJ 燐� rf' *1米14. 4 松崎� 1E11' /.;)11ム� 5JJ 同年� 9 tJ 弘化� 3. 

27 靭矢汁下，.� ki足14. 4 き公約� /1: 11' l，ill1'5 JJ 何年� 9 )j 

28 靭会己主毒馬 後坊� k1~14. 4 松崎� IH午� IIiJ1f'.5 )J liiJ1f 9 JJ 1Lft 3. 5 

Zき� f銭的浦之助 (様絡) メ4保� 14. 4 :松崎!I・作 !日J11e JJ liiJ寺� 9 )J 

30 

川柳兵倫� l川IA民こ

災保� 14. 4 松崎11慣れ:� 1.;J11;.5 )J loJ.1r 9 tJ 弘化� 3. 5 

31 Jt柳林~~も ベ保� 14. 4 松崎� l卜:11' 

32 久保Itl斎� :1't ベ保� 14. 4 松崎� iト:w liil"f 5 )J /iiJ1ド9JJ 

33 ~\川志津波 し� kl裟14. 4 松崎Iト:11' li;J11ミ51J 

34 tJ(絡み:内 かめやワ� kf~14. 4 松露奇� IEfi・� liiJ1f'.51] liiJ年号� 1] i}L、化� 3. 5 

35 林イィ機 人;みち 犬傑� 14. 4 松崎� iトー作� 18 fiilil'5 J] iぺ司� ;.9}] ヨム化� 3. 5 

36 g'柳雅楽介� H はん 叫げより移蓄基) 松崎� 1E1乍 kf栄14年� 18 弘化� 3. 5 

37 円。繍r{i織がi →(10より移籍}� f~曲奇 1E11' 天保� 14 11' 18 弘{ヒ� 3. 5 

1 38 !γ初Pi良� ひのうち¥!� →(14より移籍) 松崎� 1E1乍 31 kf知� 4塁手 18 ヲム化� 3. 5 

39 金井争奪奇襲(牧太} やしき 吋(13より移譲} 松崎正w 28 災保� 14今� 18 51、化� 3. 5 

40 久保� IH弾� JE 能{米手IJ 吋{おより移終) 松崎� IEW 29 災保� 14年� 18 ヲ1.-{と� 5 

41 金11一大事事 やしき 弘化� 2 松崎tEf宇 ヲム化� 3 1ド� 18 

42 猟崎1f議長 弘� fヒ� 3. 5 松崎� IEfl 

43 馬場牧太� 1tJ;!i漏 弘{ヒ� 3. 松崎.lEW 

44 月初阿� ilλi 著書氷� 6. 4 松崎剰1多� hfilj flil7守二� 4 J] 交政� 2. 9 

45 念発:為� f兵衛抗 やしき 選星永� 6. 4 松崎事!多� hfilj 16 1..17年� 4 Jj '交政 2. 9 

46 野合人 おき 議'I<� 6. 4 松崎平fI多fi.t!lj 1"1 年� 4 1I 安政� 2 宮� 

47 須崎j良il: "，ノ'k 6. 4 松義者手u多� fi自主� liij 7 "1'4 jj 安政� 2. 9 

48 鈴木正義 鈴木
嘉潟水� 6. 4 

松崎和多� Hmj 22 I-，;J 7可'4 Jj 安政� 2.号� 

49 おおむ，;( あい� 6. 4 松崎布!多lLOr. l司7年� 4 }j 安政� 9 

50 服部米対 要I務取締 嘉� jI< 6. 4 松崎和多� 11 t!11 ドヨ 7{HH 安政� 2. 9 

51 秋山議事政 矧� q， 文久� 2. 6 松謀者手11多li.芸名 !文久 3.IE 

52 尾崎牧太� ti崎 文久� 2. 6 l松崎幸u多� II郎 文久� 3. .1王 

53 鈴木た織 鈴木 文久� 2. 6 松崎幸tI多'fI:郎� 27 

54 矯本教� )J にや 文久� 2. 6 松崎手tI多1J:Or， 文久� 3. lE 

55 須崎嫡ぃ:郎 つえ 会7乙ー ? 松出奇病l多ま正義名 ドj"n1}j 器産応� 2. 3 明治� 2. 

56 草草矢食 後坊 惑を応� 3. 2 松喜寿幸1I多1L自11

靭矢� n 俵坊 話量応� 3. 2 松崎布i多j五郎� 19 

58 片務美之助 雪量!お� 3. 2 |松崎製j多� 11:郎

1 


I 
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1をもとに次のことが朝明した.
 

1 入門した師匠・年男・入門人数について


武弁I~籍議山梅揮は，次のように関年丹日に数名が誘いあって天然環心流に入門する場合が多

しミ

-近藤正助方品への入門


文化 8年4月 7名


・増間蔵六…武への入門
 

8年 4月 10名


・言問定平への入門


天謀10年 3 J=:l16 B 7名


.松埼正作への入問

天保14年 4月 7名

弘化  2年 9月 1名

弘化 3年5月 2名

.松精和多買部への入門

嘉永 8年4月 7名

文久 2年 3J=:l 4名

元治元年  7月 l名

慶応 3年2月 3名 

2 山上御師と城本御師の別

戸吹の道場を を行っていた近藤三助や増田蔵六や松崎正作・松崎和多五郎父子は
きんじよう会し

山上鋼部(現症はケ…ブルカーで山頂へのほ与徒定  5分話どのところから始まる縄詩集落に

住居)と師弟関誌を結び，いっぽう大久野村玉の内に遵場を持つ詰問定平が坂本御諦ぐ滝本，

山下街詩
おし

〈ひがし，援もと，下かさ . tこや，西，こと沢，大かさ:現在のケーブルカ…滝本駅

付近に住農の織部〉と鰐弟関係を結んでいる. 

3 f3録等取得年月日 ιついて

問じ年月日に入門した御師は全員同日に「切紙J. I序回録J. I中極意」を授与されている.

本来，修行の桂度や技能のよ速度で目録などが許されるとすれば，偉人差が生じるはずである

ので，同一日に目録伝授するのは不自然である.これは蹄置もしくは代師範が鐸議出 iこ登山し，

門人である鋼部に対して…斉に岳録を発行したのかもしれない.
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4 四銭取毎期間について

入門から日銀および中権意百録 までの所要年月について次の間をみてみる.

くNO. 7> 

自録j は 9ヶ月後の文化  s

目録J はさらに 3年 3ヵ丹後の文化 12年 4月. はさらに 2年 1ヵ月後

の文化14年 5丹である.

人-

入門は天保14年(1843) 4月 I切紙J Iま同年 5月. 吾録はその 4ケ丹後の同年  9月 I中犠

目録」 は 2年 8ヵ月後の弘北 3年(1846) 5丹である.

これを小島氏の分析27)(増田蔵六円入の免許皆伝者の分軒)とザ比較してみよう.

小島氏によれば増田職六門人は  I入門」から「免許」までの平均修行年数が10年 8ヵfL

また f入門j から「中揮意思銭」までの分析対象門人平均修行携関は約  6年 7ヵ月かかるとし

ている.

すなわち，椀  1の林米議(師匠は近藤三助)の場合，入門  (1811年 4月)から免許(1817年 

5月)まで 6年 1ヵ月であり，非常に早い免許取得年月で為る.

例 2の林右犠(師匠は松崎正作)の場合，入門 (1843年 4月)から 言録 (1846年 5月)

までやはり 3年 1ヵ丹という煙い取得期間である.

自録等の認可が平均より早かった事に関して 御議山講師辻剣術の上達のため熱心に天黙理

心流針禽を修行していた点の龍に次の点が理由として挙げられるであろう.

①:制緩山御蹄が「天然現心流」日銭を所持していれば，壊家廻りの際に壇徒からの信頼を

厚くする.従って御師が「設録」を所撃した e

争:天然理心流を普及する立場からは， ~諦謙山御師の廻檀によって「天然理心涜」の名前が

植那場に主主まる期待があった.

③:天黙理心流師匠i土議事議山縄師へ特別な詑惑をして，免許巨録等取得のための修行年月を

くした可能性がある. 

4. 武州御様山における剣術稽吉について

町長笹川斧三郎の指導稽古

武州多摩郡声咲きす・天然理心流免許長谷)11斧三郎の  F稽古試合執行控騒  28)~こよると，斧三
郎が文化  2 らの寒稽古や出稽官について記しており，遠くは浦賀や小田原などへも積古に
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出向いている.その中で，斧三郎は文化� 9年(1872)正月� 2日に「村」とあり正月� 3日� 4日，� 

5日，� 6日，� 7日，� 11日と稽古を行っている.恐らく戸吹村天然理心流道場での稽古であろう.

そののち，

御巌山

「ー壱拾七本十二日

三拾壱本十三日

三拾弐本十五日

弐拾五本十六日」

とあり，斧三郎が� 1月12日から� 16日まで、合計105本の稽古を御巌山で、行っている.

長谷川家は，戸吹村の通称「根小屋
ねごや

」地区にあり，松崎正作栄積家と山を隔てた隣の家であっ

た.最初は松崎姓であったが，寛延� 4年� (1751)松崎新之丞が八王子千人同心長谷川甚右衛門(中

村組)から「由緒香代り」をして姓を松崎から長谷川に変えた.斧三郎は文政� 3年(1820) に

八王子千人同心「世話役J，天保11(1840)に八王子千人同心「組頭」となった.享和元年� (1801)

正月から初代長裕に入門し� 5年10ヵ月後の文化� 3年� (1806) 11月には免許を授かっている.

長裕が没した後は，文化� 5年� (1808) に近藤三助方昌のもとで稽古を再開している� 29)

長谷川斧三郎はこの頃(文化� 9年ごろ)免許を受けてから� 5年� 2ヶ月が過ぎていた.

当時武州御巌山には近藤三助の門人として 文化� 8年(1811) 4月に入門し，文化� 9年正月

に「序目録」を受けていた林米蔵や靭矢衛守，靭矢程吉，片柳宮内，久保田右京，秋山丹宮，

などがおり，剣術の修行に専心していた.

長谷川斧三郎が武州御撮山で御師を集め，近藤三助方昌の代わりに天然理心流武術を指導し，

序目録を与えたと考えられる.� 

(2) 近藤三助の紹介状

林家所蔵文書「口上之覚」30)は，近藤三助方昌が林米蔵改め林弾正の稽古受け入れを門人へ

依頼した内容である. (写真 2) 
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写真  2

(腎梅市櫛巌山韓正夫家文書 r口上之覚.JI)

口上之覚

一流穣門人林弾正儀，剣術同門衆中，稽古執行相願い度き志願に付き，今般差上げ申し候，

何卒仰せ合わされ 一間日づつも御稽古成下怒る可く候.尤も滞留致し属候ても何にでも御世

話ヶ関鋪儀之無
これ

く，唯稽古執行の巳，
み

噂ーに頼み連勝り候以上.

丑ノ二月

天黙理JL、流 (花押)

流議毎門人衆中

毎家出傷部林弾正が戸吹の本道場所撲の天然理心流門人に稽古を懇望した この意を近藤三e

勢方昌が了毒えした.ついては林弾正が近藤道場に溝留している期間に，門人たちが l日か 2日

でも交代で棒弾正に諸古をつけてやって廷しいこと.なお薄留の期間は生活の面積iや経務的な

援助はしなくてもよいとのことなどをあらわした戸吹道場内入への通達である.

林弾正は得蹄としての縄幾講の定犠が道場近くにあったのであろうか.また 2丹から 5Jiは，

武男、|衝i巌出では講中を宿泊させる多忙な時期であるが，林家は当時経済的に余裕があったので

あろうか.林弾正が剣構修行に尊心していた姿がわかる.弾正は丑ノ二月(文化14了丑年く1817> 

2月)当時 r中極意日銀J の段階であったが 5丹に「免許」を取得した.天然瑠心読は免

許取得直前に本道場での稽古をしなければならなかったのであろう.
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5. 門人姓名額奉納の意味� 

秋JII神明神社 きるの市牛沼88)に天然理心流奉納棋31)川)がある. これは安政� 7

年� (1860) 3月に松崎和多五郎則栄と岩本庄三郎正道を 秋川神明社神主の中村大和亮源� 

正幸他� 9名� として掲額された.木万� 2本とともに� 6段組で開祖近藤内議助， 2代近藤
4

F

W

且 三助および師範� 6 口
μ 剣術門人310名.柔衛19名. 9名の合計396名が名を連

F
F
I

ねている.

まず，第� 1段に

天然理，(.、流剣蕎

元祖

二1-t され，増田義六源一武， 宮間三八藤原富，

横田嘉之助藤原正勝，松崎和多五郎源員IJ栄， 山本満次部j原倶武

とあ札近藤内蔵之助長祐から始まり戸吹を中心とした高弟が記されている.

第2段に「旧弟」とあり，松崎左内公敦，長谷川斧三郎芳孝， 林大講正事，

富岡膳九郎信珍J ら されている. このうち「林大膳正事J は， まで取得した武ナIH朝議

山御師林弾正である.

また� 4段目に� '1日弟J として� r片柳宮内一報J の名前がある.

またこの奉納額の うち武;'1，錦獄山御詩を抜き記してみる.

(2段t3)片柳右内普茂 鰻部東馬守長� 

(3設呂)秋山造語信親 久保田斎宮森連� 須崎浪江政義

(4設t3)須韓議入毅鰐� 黒田惨理亮采� 

かれらは安政8 (1859) の松崎和多五郎門人であった.

この奉納額に記された門人たちは，小島氏の門人分布分類に従えば，一番門人の密な所と

して，八王子の北西方面で二代目 の出生地戸吹村を中心とした門人グル プ.

にあたる.

武州御獄山御師は戸吹を中心とした門人グル…プに屠していたと考えられる，� 

神明社は，かつて間秋留村の村社で街道治いにあり，社の下に救出をはさ11ところでこの秋)

んで戸吹村と往来する船渡しがあった(秋JII神明社宮司中村欝彦氏談λ

人々が盆来する場にあった秋111神明社で天黙理，心流泰続鎮の中にみずからの御蹄名が記載さ

れていることによる武州梅猿出縄師の広告に投立ったと患われる.
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でiま，其体的に判明した講諮問人についてみてみよう.� 

6. 門人について

判明した門人のみ以下にまとめる.

(1) 近藤三助方晶門人

①林米蔵くNo7 文化8年入門.

寛政2年(1790)生まれ.� 20歳のときに近藤三助に他� 5名とともに入門した.三助から授与

されたき録類を年ftJ槙に追ってみると，� r~.単lE J に改名したことがわかる.文化14年 5 月に「免

許」を取得.文化13年� (1816)26設のとき，克大携に調子無く� rJII葉養子」として家督を継いだ

と考えられる.のちに金吾.また英議を襲名する.また大犠.正学ともいう.擾底、� 4年(1868) 

4 月 2 日 78裁で没，戒名は「麓元畏正覚寿峯農士J・ず林家家譜~こよると林家先祖として，元
会会みち

亀� 2年� (1571) 4月13日没の「連線院金光j膏針居士Jから没年が記載されている.墨号は大道，� 

(2) 増田臓穴一武門人� 

① 金井牧太〈珂013>35) 

文化12年(1815) 8丹12日生まれ.天保� 8年22歳で増間蔵六に入門.のち修理と称し，八王

子千人関心であった師庇増田蔵六が自先勤番のため松崎正作門下となる.明治24年� (1891)76 

JII安曇野松1'1繕獄山中輿の程である浜名岡兼.その後信ナi歳で没.金井家の強制は，武弁� 郷金

井原城主金井静繋守来の金井左門義昌 金井数回(叉明党年く1781>没)が続き，

司家の金井� 6ft札盟号は「やしきJ・� 

② 鈴木伊織農環〈当016>37) 

文化11年(1814)生まれ.天保8年23殺で入間.鈴木家先視は天文10年� (1541)没の秋光読

徹山醐京府全から始まる.伊織豊現は，� 11代目.伺じ綿師家の靭矢市正(銭坊)次女そっと天

保� 2年17歳で婚姻.明治22年� 1月5日，� 75織で没.態管は「鈴木J. 

@ 片榔織部く珂011>38)

天保� 8 (1 837) 年入~~.現在が10代目.家訟によると片柳織部家のものが剣術をゥかうこと

ができ，講義講中のある埼玉県江南村(比企郡宮前村月輪東村)に甲源一万流大塚春恵八39)

を行い，分が悪かったこと会くやしがっていたという.臆号は「みなみJ.

@片柳浪江千鉾くNo14>40)文化合年� (1812)生まれ.� 26蔑で片楊勘解出藤原正雄.また，

千鉾，伊賀ともいった.明治20年� (1887) 76畿で没� r家譜.1141)よると藤諜氏を名乗与捗環思
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片柳に生んだ「従五位下伊議権守」房長を片梼の始祖としている.そののち片柳太郎太夫光輝� 

<745>没)が試蔵守利仁に徒い� r武蔵国入間器三芳車」に住んでいた.その性居跡、は

片柳村の名が残る.利{二が造去してから武州御獄山に住居した.ま什!御獄山片柳家十家の誼と

される.

『兵法発之巻J]42)(文化?年10丹内藤志津離灘、信照から 人分へ授与)を
品、にうち� !f

「不入地場J・� 

(3) 松崎正作門人

①林右磨くNo35>43)文政8年� (1825) 9丹29B生まれ.幼名を栄といった.のち右犠.

天保14年 (1843)18殺で松崎正作に入門.また弘化 2年� (1845)9月に20裁で「正満Jと称した.

弘化� 3年� 21歳で� 5f:lに子中極意目録」を玖得.弘化 4年� 2月に二条殿への入館許可.

慶忌元年，� 40歳で神祇管額長上家かち� r 農守藤原正i許状』が与えられた.林美i 持震号は大道.

②馬場牧太くNo43>44) 

文致12年� (1829)生まれ.弘化� 3年(1846) 17歳で正作に入 r~. 幼名極.別名秀輪.字伯轍，

明治38年77裁で没.馬場家は申斐の武田氏重臣鰐場美護守の流れを汲む.万治� 2年(1659) に

死去した左衛門を初代として代々武州御隷山神社の御師.

③金井大輔郡則くNo4D45
)


弘北 2年(1845)松Ib奇正作に入門.嘉永 5年� (1852) 6月 1B没� rやしきJ・


靭矢場建くNo28>46) 


天探14年(1843)松崎正作に入門.戸吹村の八王子千人間心三本家の「なおJと弘北� 3年� (1846)

に婚姻47) 益事裁縄師を引退の後tt，八王子本郷多賀神社掃業となり，河村久樵となる.� 

(4) 世間定平(三八)門人総

北島右馬輔くNo24>


坂本く滝本〉縄師.天保10年に19歳で入門.塵号は「琴沢J・
 

4号北島雅楽輔くNo23>


坂本御限天保持年に22織で入門.父肥後.屋号は「酉J・


青木兵衛輔くNo19>


坂本御師.天保10年に24歳で入門.父大隅. 「ひがしJ.
 

④ 天野主馬輔く目。20)


坂本御師.天保10年に22歳で入門.父豊後.麗号は� f坂本J・
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北島東吉く持。22>


攻本縄師.天保10苧に19議で入門.父薮j奇.愚母はっこやj・


⑤斉藤縫殿輔くN025>


坂本御部.天保10年に32畿で入門. 撞号は「大かさ J.


小高小環太く詩021>


山下く滝本・林下〉欝鰐.天保10年に22義で入門.父対馬.墨号「下かさ J.
 

(5) 松崎和多五部門人

①機本帯万く持054>49) 

文久� 2年� (1862) に松崎和多五郎に入門.家伝によれば帯万という人物は大人しい人であっ

たという.麗号は「にやJ・

②鈴木正韓正現くN048>50) 

嘉永 8年� (1853)22殺で入門.天保 2 まれ.慶応元年34歳で没したので鈴木家12代院を� 

制がなかった.伶光院本法了遊岩士.

①鈴木左識くN053>51) 

文久 2年� (1862)に松崎和多査部iこ入Ft 6年(1835)生まれ.27歳で入門.鈴木一之.

のち鈴木一宵と称する.

轄矢貢�  <N057>間

嘉永元年� (1848) 10月10自生まれ.靭矢勇馬の子.襲花、� 3年(1867) 9議で松崎和多五部に

入門.明治� 7年26裁で家督.明治� 8年教導職試押命.明治11年権訪1¥導;拝命e 

⑤ 金井左兵積雪佐く握。� 

8年(1837)生まれ.嘉永 5年� (1852)に大輔が亡くなったので15識で家督椙続した(嘉

永 5年 6丹1日).議永 6年(1853) 16歳で松崎和多五郎に入門.明治 S年� (1873) 36裁で教

導職試補持命.翠年弱官.明治14年，� 471:立で「少講義J. 再年没.

また判明した門人御鵠家の住居地図をく盟� 1)で示した.
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以上判明した門人について特徴をまとめる.� 

(1) 御師家長男として家督を嗣ぐべく子弟が20最前後に入門している場合が多い，� 

(2) 檀那場に剣術流派があり(申i>>長刀流入そこで天黙理心流以外の剣葬?と試合を行った講

姉がいる. (片柳織部) 

(3) 林家， どの家では1-t々数十年にわたって天熟理心誌を学んだ. 

(4) 棒米哉のみ しているが，その倍の者i土中極意までの家得が多い.� 

(5) と交流が島ったらしく戸吹地区の娘と婚揺した.

(6) と山上議持36家のうち開人と判明したのは18家であ

り，山下〈滝本〉縄鰐は17家のうち� 7 る.現在残る講師家の割合で考えると御蒔家全

f本の半数が入門した.

では彼ら御嶺蹄門人の費生する� とはどのような場所であったのか.

7. 武ナトi御緑山御� りと天熱理心流について

(1) 壇廻りと戸吹道場の位議
みたけすげが~

天保� 5年(1834) 上梓の� r御撤菅笠.ll (靭矢市正臓板 斉藤義彦作)54)にあらわされた参詣
はこねケが

道は，江戸日本橋を起点に内藤新宿一成子一中野一荻久保一柳沢宿一小)11村一青梅橋一箱根

崎 新町村 勝沼一青梅町一畑中村一日向利回村一ニ又尾村…沢井村一滝本(林下御締が住

む) 御様山で、あり，これは「北制坂
きたみきか

J と呼ばれた.

また青梅市御岳山「万喜野
ま き の

J 前にある道標には ち本道左五日市大久
みkみみきか

野道」とある.この「左五話市・大久野」を通り 「南緯坂j とよばれ，� 

かつては「表参道」として賑わった.

ここで天然理心流道場があった戸吹村の鹿辺から 2) を以下に記す.
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A 
火器iむ

)'¥.19. 

露 天然理心読に関かる場所・村名

標 f密議菅笠』に出てくる参詣宿および村名

・街濯講をおこなった持吹付近の村名

甲州

道

図 2 

〈国 2) をみると，講師が r1竃御坂J (大久野)廼ちで壊家廻りに出かけたときに，天然理

心流の中心道場であった芦吹村を通過する.その機会に天然理心淀に鰻れることが可能であっ

た. 

(2) 壇廻りの護身と貧Ij術について

武ナH講義主山侮師鈴木正親く松崎和多五郎に藤永六年(1853)入門〉が，砂JlI村(東京都立111

事砂市}へ寵札の擦の…件を考えてみよう.

「惣傷部嘆頼書


乍恐以書付奉嘆願候
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武州御嶺山御師，左之名前(の)者共，申し上げ奉り候.御師鈴木伊織枠，同名正親義，上

平井村百姓市五郎を相雇，去月二八日より檀家配札廻村之供致させ相連れ候処，首月五日砂川

村出立出役先御頼みに相成，御吟味中，嘗人義組合共へ御預かり成られ，慌に御預中に御座候.

然処，首人心庭得と承り候得共，右市五郎義出立の醐り迄は別条も之無き様々に相見江候得共，

風図変意いたし兎角朝夕申付け等も相背き和順に召し仕候事も相成兼ね，心外に存じ居り候得

共，併し壱ケ年奉公に相抱え候儀にては之無き候得共，致し方もこれ無く，其のままにて堪忍

いたし居り候処，首月六日に相成り，砂川村出立にて帰山の醐り，何の故も是無き処，道々口

論申し掛ケ実に懲し兼候得共，平井村地内彼の場所迄漸く引き連れ来たり候処，両掛け荷物を

往来端へ投げ置き，強情に憤り掛かり候間，右正親も余り我侭相募り候事故，声高に相叱り候

得共，直様
すぐさま

正親立寄り掛かり既に，帯居候万の柄へ手を掛け抜き放つ可きと相見え候間，自余儀

無く万を抜き背打ちに致候処 且つ其の筋正親も立腹の余り意動転いたし，不知刃先首へ相嘗

り深庇と心得，驚き入り，早々市五郎縁者銀蔵方へ参り，右の由相語り，直に嘗人市五郎身寄，

組合など同道右場所へ立ち帰り，一同見請け候得ば，右殺害の始末，何共後悔仕由にて，全く

市五郎を討果す可きの存意等は毛頭御座無候得共，右の次第に付き，此上厳重の御吟味請け奉

り，其の御筋江御差し立にも相成り候ては，何共，嘆ケ敷く存じ奉候.且つ正親義身分におい

ては，是迄に不持の儀は毛頭御座無く，平生物事に付ても山内心親の諸世話等いたし，至極実

意のものにて，且つ又，両親共は勿論一家親類共迄，此度の始末驚き入り一同心取り昇せ悉く

愁歎仕居候間，御口儀様の御法筋の御師共の儀に付き相弁えず候得共，何卒格別の御憐慰を以

って右正親身分助命之御沙汰偏に相原買い上げ奉候以上.

安政四丁巳七月 日

御嶺御師

須崎大内蔵(印) ・尾碕靭負(印) ・片柳左源太(印) 須崎蔵人(印) ・片柳内匠(印)

林 大膳(印) 橋本玄蕃(印) ・久保田掃部(印) ・靭矢式部(印) 片柳丹宮(印) ・原

島頼母(印) ・片柳左京(印) 片柳宮内(印) ・久保田斉宮(印) ・馬場大学(印) 須崎

民部(印) ・服部形部(印) ・服部主殿(印) 靭矢相馬(印) ・馬場釆女(印) ・片柳左司

馬(印) 高名監持(印)・須崎左近(印)・須崎兵部(印) 片柳勘ケ由(印)・片柳図書(印)・

馬場主馬(印) ・片柳織部(印) ・岸野大炊(印)

江戸太郎左衛門様

御役人衆中 様

右一件片柳織部 惣代にて相願申上.

すなわち武州御巌山御師鈴木正親が
すずきまきちか

上平井村百姓市五郎を雇って砂川|村を配札のために訪
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れ，安政4年(1857) 7月号日に，出立しようとしたとき，百姓事五郎が両掛け荷物を投げ罷

き茂抗し.lE親の苦刀に手を掛けて抜こうとしたので，正義iま護身のためにも鋒討ちにしよう

としたが，立壊と驚きの余り，首姓市宜郎に深犠を負わせ，殺害してしまった.

当時の御嶺山上御鶴29各が連名で代官江!日太郎左鮪門宛に鈴木正親の正当性と自常の偽りの

無い人時控を述べて助命を歎類した文書である.

この文書から，金品を所持している韓廼り(配札)時，御師は譲身のためにも刀を所持する

必要があったことがわかる.ここに講師が剣術流派を学ぶ必要性が為ったといえる.� 

(3) 加持者棒と釦!術について

{諦嶺山御師は檀那場や武ナ1'1御嶺山で必要に応じて加持祈祷を行っていた.その析祷の所作を

「兵法実之巻J56〉(文化� 7年・� 1810) にみてみると

銀印 両手銀向外切関方四角上下

中呪三返唱心中i提日

という記述がでてくる.

このように御蔀が祈祷の擦に，刀剣を使用しながら脱文をとなえるという護身法の動作が構

障の中で伝えられたと考えられる.

また「纂吾鳴弦」などの輯祷の際に，御鰐が弓矢を使用する.これら考え合わせると，天然

理心流などの剣構淀誌が武ナトi御嶺山に流入する以前に神器としての「脅しを錦部が使用する場

があり，そこへ剣術流派が白熱に浸透していったと考えられる.� 

8. 武チH調議御師の檀那場拡大と天然理心流

明治拐期の講社台帳により，西梅氏が集計した「府熟別御識講分有表J 57)によると，

野� (47，270戸).埼玉県 (63，689戸入神奈川県� (21，221戸λ山梨県� (2，383芦λ静関県� (652戸). 

千葉県(1，588戸).栃木県 (721戸).群馬県 (74声入茨城県� (2，970芦)とあり，御難講辻関

東全域に広がっていたこと，とくに培玉黒の入間郡� (18，3∞戸).北足立郡(1 5，863戸).比企

郡(1l，088戸入東京府の北多憲郡� (10，820界人南多摩郡� (8，599)，西多摩郡� (5，445戸)な

どが多いことが指接されている.

天然寝心流の戸吹道場のある付近の御嫌講戸数をみてみよう.

・加住村滝，高月 	  100戸


御師〈大西〉
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-加住村宮下 40戸梅坪�  18戸


御師くうえ〉


・加住村留 所丹木大沢�  40戸

左入尾崎 	  34戸


御師く鈴木〉


・加住村丹木 	  10戸西中野�  1戸

御師くにや〉

というように，御巌講が存在し，盛んに行われ 担当御師が檀廻りを行っていた.

さて，この資料には戸吹村の記載はなく，現在は大撮山(東京都奥多摩町・桧原村白倉組，

標高1，266.9メートル)を参詣する「大獄信仰」がさかんだという.

斉藤典男氏の「武州御巌山との関係を伝説もつ御撮山」58)を肯定する説を取り入れ，また戸

吹村でも松崎正作家の隣家であった前出の長谷川斧三郎家には「武蔵国御嵐山蔵王権現奉納句

合.059) ( 1冊・年代不詳)が存在している点などを考えあわせると，戸吹にはかつて御巌信仰

があったことが推測される.

また戸吹以外においても天然理心流松崎和多五郎門人栗原賢之助家(上刑田村案内・八王子

市南浅川町)の例をみてみると，

「記

ー御巌山太々御神楽定日 来四月十三日執行御登山可被下候以上御講中様」60)

というように，御巌御師から太々神楽の案内を受け取っていた天然理心流門人の例もある.

すなわち，御巌講の存在した地域(檀那場)に天然理心流の中心道場が位置し，武州御巌山

御師は天然理心流の修行を行うことの出来る状況にあったばかりか，戸吹道場を中心とした天

然理心流門人たちとも御巌講の檀家関係をもつことが出来たと考えられる.� 

9. まとめ

本研究において，天然理心流の普及と御巌御師の関係について以下のことをまとめとする.� 

① 	 寛政期以降，開祖近藤内蔵之助長裕を中心として天然理心流は武州多摩地区に門弟を拡

大し，その流名を知られていた.同じ頃武州御巌山信仰も広まり 御巌講の数がピークに

達していた.それまで，檀那獲得のために巡回に余念がなかった御巌山御師家でも，剣術

流派を学ぶ経済的 精神的余裕が生まれた.� 

② かつて武州御巌山への表参道といわれた「南御坂」を経て大久野や八王子に抜ける街道
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沿いに，近藤内議之助長裕の戸吹道場や官爵定平(自の出町大久野)などの天然理心流有

力門人の道場があり 御議縄師が天熱理心流を学ぶ機会に恵まれた.� 

e 武州御掻山の山上f剤取の天熱理心境入門で…番早くは文化8年(1811)であり，襲応� 3 

(1867) 入門御師まで56年期にわたり，天然理心j況が主主升!御獄山で行われていた.� 

⑤ 	 武ナトi御巌山の山上梅鶴は戸吹の近藤道場を拠点にしていた師匠(近藤三助方昌，増田駿

六一式，松崎正作栄積，松崎和多五郎)に入門した.山下傷錦は大久野村五の内で道場を

開いた宮間定平に入門した.

御師が権那場を詑札廻りする時は金品を所持しているため 得諒自身が護身のため帯刀

していたが，その操刀技術を穆得するためにも剣術流抵に入門する必要があった.

また，耕捧の所作に万剣や弓を使肝するが，神器としての武器に触れる機会が多かった.

したがって剣街流派を学ぶことは不自然なことではなかった.

武丹、i御機神社の縁結にあるように，日本武尊をまつり，歴代の武将から崇敬を受けるな

どしている借仰の山にある布教者として一種の衿持があったので，御議山御師は苦万し，

剣術流誌を学んだと考えられる.� 

③ 	 片柳織部にみたように檀部場で「天熟理心流」という流派名をはて剣術試合を行った例

をみると，� fi諦嫌山御鰐が剣術の技能を障さずに披露していたことがわかる.これは樺徒か

らの器用を得ることに脊利であったからであると考える.

天然理心流門人家に対して「太々神楽」の業内をしていた文書から，櫛嫌山御詩が戸吹

の道場内入を通した檀那場拡大を金関していたと考えられる.

天然理心流iま御巌山御師に対して，移行期間を短くして自録を卒く

るなどの配患を行った.これは，天然理心流として目録をもった縄師が「天然現心流J の

名を情報伝達し，情宣するという効果を期待したものと患われる.

く今後の課臨〉

武州御嶺山{卸師が剣術を持う としてその経済力の程度が大きく担因すると思われるが，

この点について調査で、きなかった.また 幕末に至って得議調師のうち山下縄師� 6名が申源一

刀流の門人として，慶誌� 3年(1867) に比留間国難問人となっている.この点についての調査

が及ばなかった.併せて今後の課題としたい.

本研究をすすめるあたり，青樺市立郷土静物錯大倉十菊也先生 八王子千人関心研究会説会

長野口正久先生，小島政孝先生，佐々木秀明先生の御揖導をいただきました.翻刻について辻

渡遺一郎筑波大学名誉教授にご指導頂きました.

資料閲覧にあたっては腎梅市御岳山金井俊雄氏，林政夫氏，鈴木護氏，片梼三郎氏，
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春氏，片柳正鵠氏，秋山佳久氏，片梼奨之氏片榔正俊民須崎産衛氏播本誌氏，片柳{変動

氏および〉天然理心流の軒家である坂本圏平氏，増田勝氏，松崎氏，宮間正雄氏，井瀧尚政氏，

長主主111貯道氏に全麗的に御協力頂きました。御礼申し上げます.
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中国の伝統的な死生観と身体技法

構教・道教・仏教を中心、にして� 

勇

Summ轟ry 

Confucianism Taoismand buddism are the three representative religions in China. 司� 

They originated in ancient china. and they form thぞ� fundamentalpart of Chinese 

identity and give the principles to guide the Iiveぉofthe people today. 

These three have created various practices of physicaI disciplines in their Iong his-

tory as original training styles，however，the methods are different in their owy. their 

religious doctrines，especiaIly their different thoughts on Iife and human beings，have 

brought this variety. the practice of disciplines to chぞrishthe Iife，and prepare for 

death，varies according to the doctrines on human life-and-death， 

Confuciani話m is based on the idea that “life and death is the divine provi-

dence" ，and taoiぉm ，“identifjcationof life and death"，Buddhism ;“transcendence of 

life and death". the characteristics of the practice of physicaI disciplines are summaω 

円，� “rized as the folIowing:Confucianism meditation taoism ，“inducement"‘buddh-

ism; “religious contemplation'¥ 

This study is to clarify the difference of the thougthぉ� onlife…and-death，and the 

practices of physical disdiplines between these three re1igions. and to focus on the cor. 

relation between them. 

These respective reli叙ionswith different origins ‘� however，merged into εach併� h付� 

eventually in the countey of China and created religious Qing Gong and today it has 

become the prototype of thousands of them. Qing Gong is way to keep fit，which r令勝陀e

flectωs Chinese ori沼務伊 討 出� 双� 0ロ� bo)dy-ina1t ts -ahought 似� 【一匂}守マ� 

Buddhism pIa吋討勾ye 叙伊伊i日幻da m出fic訂r1troletωo dε叩 引叩� 紛opl1istIC 使五凶a蹴災 怜� 伽肘epenand s 記討渋灼抗臼atethe theory and techni. 

que of Qing Gong. 

1.はじめに

死にはニつあるといわれている.ぞれは「他者の死」と「自己の死J である� r他者の死J

と「自己の死Jは，まったく器物であるが，努論，両者は無関採ではない.しかしc.の死J 
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は，誰にとっても未体験であ与，自分にとっての「自己の死」は，体験したその瞬慌 r他殺

の死J となってしまう. したがって「自己の死 J は，経験知としての蓄讃を持たず，さらに人

間の生存の本能に逆有する現象であるところから 我々拡，長い罵死に対して強い忌避の気持

ちを抱いてきた.

また，入聞が飽の動物と大きく違うのは，自分が死ぬ蒋在であることを知っていることであ

るともいわれる. しかし，このことによって，今の生をどう生きるべきか，我々は多くのこと

を教えられるのである.死についての思いが，人聞の視野を玄くする.そして容践の生の中で，

永遠の時空の彼方を知ろうと人類の叡知が傾けられてきた.

さて，ここ数年来，百本における死は，罷療者の手にその全権が委ねられてきた.そこでは

死は科学の領分で、あり，自己の死もあたかも{患者の苑であるかのように扱われてきた.しかし，

医寮の現場では「能人が死ぬ場合，それは単に他人が死ぬのではなくて，龍入が自分の死を死

んでいるのである J1)という視点が，ともすればなおざりにされがちであった.そこでは死は

自然現象ではなし慌擦の欺北という認識をされるのである.

現代の自本は健療ブ…ムという言葉に象徴されるように我々は多くの健崇手段を手中にし，

岡家も国民の欝豪づく与を様々な故策を立てて支援するようになった， しかし，多様化，稲性 

fとする一方の健康ニーズの中で，我々は主導権を失い，単に選択する側にまわってしまった惑

が苔めない.今，我々に求められるのは，自分の穣康の理念である.生きること，死ぬことを

視野に入れた自分の健艇を自分でデザインすること誌，現代の我々にとって現実を生きる生活

課題の一つであるといえる.よりよく生さること，あるいはよりよく死ぬことについて，人々

がどのような方略を立てるか，自ら決断することを迫られているのである.現代人が最も

する「自主的に生きる J ということは，自分の死生観にしたがって生きることを意味している

からである.現代は矯報化時代ともいわれるようお，健壊についても多くの靖報が為ふれてい

る.このような時代を「自主的に生きる J ~こは，与えられたメニューを単に選択するのではな

く，生き方そのものを自分でデザインする必要があるのである.

五千年もの昔から，人間は越え問ない自然と襲う暮らしの中で， 1:本息によって疲れた身体を

撤したり，鍛錬して体力を増強させたり 生活の中で多くの智恵を身につけてきた.それらの

蓄積は，宗教，哲学，武術，芸術，墜学など各領域の長い控史の中に様々な形で顔を覗かせて

いる.この大いなる選議を現代で再活用できないかということが 本論文を捧想、した動機であ

る.

現代のように死が縞離されておらず，もっと身近で自然なものであった時代，古代人はどの

ように死を乗り越えて現実の生を生きたか，現在の我々にも参考になることが多い.本論文は



--

このような観点から，中間における身体技法の源流を探与，その根鹿にある苑生観，あるいは

生命観と身体技法は，互いに写し会う鏡のような関係にあるといえる.入院の生をどのよう

るかによって，その修行の技法が異なる.教義の生命観を修行によって達成するので

ある.湯浅春雄，j:，“東洋思想の特質は，哲学的理論集系の基礎に「修行 問題が前提されてJ

iいる.真の知 丸思考によって得られるものではなく，自己の身心の全体をもって「体得 すJ

るものである.つまり身体で覚えるという考え方である"と述べているの.

1 もあるといわしかし，現在，中関では，その発祥を古 -tに求められる欝療法だけでも

れている.他にも穿体技法の豊かな文化や伝統を今に缶えているのは，インド，アフリカ，中

i近東，蕎アフリカなど，非西歌罷に多く，これら ままさに人鎖の文明の発祥の地なのである.

身体という小宇宙に対する関心は，最も古くから人間の関心の対象であったことが分かる.一

般的に東洋の身体論は，心身を一体本可分なものと捉えていこうとする特徴があるが，この考

え方は，東洋の長い精神史的伝統によって培われたものである.

i本論文 え嬬教，道教，仏教の死生観とその身体技法の特徴をまとめたもので，中屈におけ

る建康法の源流を探ることを自的としたものである. 

をどのようにして保ち，全うし，補い，輔けるかであり，害~震の生命をどのようにして無限な

A
V
 

八
け
V
�
 

中央大学保健体育研究所紀要 第 17号

生命観，入鰐織を再考してみたものである.

2. 古代中国の宗教と

主代中国の宗教や哲学の流れをみると，その思想的関心の中殺をなしたものは，自己の生命

るものと一体化させるかであった3) 中間に伝わる紀元前からの文献は，現代の我々に多くの

ことを教えてくれる貴麓な資料である. しかし，本研究の目的は患想史の研究ではない.券体

という小学留を通して見えてくるものを捉え 身体技法によってそれを実感しようとした者連

の足跡を辿ることである.今に伝わる豊かな伝統の源流を遭って，前代中関の民衆生活の中に

その発芽を探ってみる.

的人間にとっての生と死

死は宗教と哲学の生みの親であるといわれている.人類はこの世に誕生して以来，生まれで

は死に，死んでは金まれるという全死の鰻り返しの中で，片時ともその流れが止まることはな

かった.我々一人は，その一瞬を生きるにi騒ぎないが，自分の生をはさんで生前や死後の苦界

がどのようなものであり，告分の存在がどうなるのか知りたいという切実な焼障につき動かさ
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れた多くの人聞がいたことは確かである.その者達の足跡を治ると 生と死を巡る務大な人関

の文化遺産に行き着く.すべての宗教は，死の現象を自覚した人関の文化であ与，死を介して

生を問うという共通の視点を有しているのである.

人関が現世での生存のみで終わるのか，それとも他世において何らかの接続があるのかとい

う設問は，嬢蛤宗教以来，人間が抱き続けてきた畏いかけである.人間の一生が有限で、あると

いう 死という避けられない現実によって，この世と新経させられることから在定でき

ないとしても，それが藍ち と死者との断絶を意味するものではないという

の聞には，むしろ共通していたと思われるのであるり. しかし入聞は，生きている者の自黙の

感情として，直感的に「好生悪死J であり，死の恐怖や忠灘の願望を様々

したのである.

しかし，死の定義は盟難である.近代科学をもってしてもその実相，本賞がまだ十分分って

いないからである.医学的に 1;1，機能および、可逆性の物繋代謝現象が永久に停11:.すること。脳，

呼吸，心臓の三作用の停止によって確認される j と されるが5)，~送死の判定に棒々な段搭

があるように，死の始まりについては，今だに不確実な部分もある.死にはこのような唯物論

的な見方のほかに，唯心論的な考察もできる.古代ギリシャでは，ソクラテスをはじめ，入院

は肉と霊の 2つの成合で構成されており，死ぬと，撃は肉の束縛から解放されて自由になると

いう思想があったが.またブランスの生理学者 ポール・ショシヤールは 肉体が消滅して魂

が解き放たれるから死ぬのだと述べている.要するに議肉三元説では，死とは肉体と魂が分か

れて，精神的なものが遊離することであるとするようである η.

我々は科学的な実証に基本的信頼をおいているので，死や死後の世界についてもそれは例外

ではない. しかし科学によって盟示させられた証拠がないからといって，真実 Tはないと捨て

ることはできない.古来，いかに多くの人たちが借仰の確信，霊的な感応、や体験によって魂

の平安を得，死の恐樽から救済されたかiまかり知れない.それは菊入も否定することのできな

る.

科学が解き明かした苑は，詰まるところ細胞の死である. しかし， I建時に，人体を講或する

細胞は約60兆といわれるが，各細胞はある間期で生まれ，成熟し，死滅を繰り返し，部分的に

は日々死ぬことによって人間は全体的には生きていくことが可能であることも明らかにした.

とすれば，生の中に死は合まれており，生の対駆として死をみるといっ生死ニ機的な配置も，

逆にその窪離がぐっと縮まったとみることもできるのである.

死はこのような科学的議理と並行して，全人詩的議理も可誌であり，客観的患推と主体的患

惟が共立する.前者を慌学をはじめとする科学が強い，後者を宗教や哲学が強うと張定すれば，
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この両者の関係について，� A'アインシュタイン辻「宗教なき科学はかたわであり，科学なき

宗教は盲目である，ヒポクラテスは「医師にして哲学をするものは神に近いという示唆

に富む音葉を残している.

死はこれまでも社会，文化，哲学，宗教，軒学，医学，鎗理など，人間の全存主性に関わる

開題として取り上げられてきたが，死の光を当てることによって，人間の「生」が，いよいよ

その輝きを増したことは間違いない.

さて� r不死J 会求めるのが万人の頼いであると仮定して，問題は，如何にしてそれを得る

のか，あるいは，得をもって不死の自覚を得るかである.現世にあるうちに不死の確信を持つ

ことが，すなわち不死，死を経克することであり，これを求めて多くの宗教や哲学が生み出さ

れていくことになるのである.� 

(2) 古代中国の宗教の涜れ

{議教，仏教，道教は，哲学の流派とみることも宗教の流派とみることも可能である.これら

は中間古代社会のイデオロギーを基本的に体現したものであり，三教の学説はそれぞれ単独で，

あるいは融和して，中国の伝統思想や文化の中心を構成し根底を築いてきた. しかもこれは吉

代のある時期にだけ存在し，影響を与えたものではなく，現1tにも脹紙と受け継がれている中

国民族の根ともいえる部分を彰成しているのである.これらの三教が中国社会の中にどのよう

に生まれ，受け入れられ，定着し，さらに辻変容していったかをたどると，援底に古代中国人

の生に対する深い濁察があり，死を焦惑する深，寝内面がこれらの宗教の出現を待ち望んでいた

ことが分かる‘

館教はいうまでもなく中国のもっとも古い論理思想である‘干し予を開視として周の時代iこ生

まれ，孟子，智子によって完成された思想である.これを宗教とみなすかどうかは意見の分か

れるところであり，宗教たる要件とは何かという問題にも関わってくることになる.この点で� 

iま，館教は死や死後り世界についてほとんど触れることがないのが特畿で，開祖の孔子自身

未だ生を知らず¥いずくんぞ死を揺らんや"くf論語』先進篇〉と語っていることからも明らか

である.� 

f需教の本質は，一日でいえば人間関係を中心にすえた思想、といえる.また干し子は“述べて作

らず，信ヒて古を貯む"<"論語』述商篇〉つまり，古代の伝統をそのまま受け伝えて，自分か

らは創作しない，といったといわれるように，きわめて伝統的な立場をとっていた.礼を人間

行動の競範とし，仁を最高帯、日として教養や文化を説き，その道穂性によって，一時は国教と

して主流思想、であった.また儒教は唯一，中掴民族がその歴史を刻んだ最初から共に芽主え成
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長した哲学思想であり， を経てなお正統思想、として中歯畏族の意識の形成

えているのである.

道教は，古来からの迷信や脱術的な宗教に縛られた民衆の土着的な信抑を して， 自然

発生的に生まれた宗教であるといわれている.その意味では道教は中国発祥の宗教といえる.

それに対して仏教は，中国にとって，いわば外来文化で島与，インドを発祥の地とする宗教で

ある.ある外国の文化が関の文化躍に入り込み，あるいは取与入れられるには，受け入れる制

にも，それなりの禁地ができていて，拐めて可能となる.これは仏教の受容に関しても例外で

はない.中盟に仏教が摂付くためには，受け入れる前の中国自体の文化の基盤がすでに用意さ

れている必要が為る.その上に立つことによって，インドに発生した仏教が，中罷において仏

教の本来的なものを保持しながら，インド仏教とは異なった中国独自の仏教として完成されて

いくのであるが，しかし，受容の過殺では，鶴速な教義を説くだけでなく，中国人の「現世思考J

に合わせて祈祷，明術，奇瑞，霊験などを示したり，治病を行うなど現世の利益も号えたとい

われる� 10) 患想的に中間は 仏教受容以前にすでに儒家 道家の患想など器有の高い文化を

有しており，その土嬢があればこそ仏教を受け入れる余地があったということであるが，それ

以降は開化のために変容も余犠なくされたのである 11)

仏教は，中間に伝わった時点ですでに膨大な原始教典を有してお与，ある程度まとまった体

系をもっ思想として中間に倍わっている.ぞれらの教典の中から，すでにある民族的思考，例

えば老荘の思想などに照らし，同鷲的なものゐるいは樟完的なものを見いだすところから次第

に本質的な教義へと志向していったと患われる.仏教の患想、を道理に基づいて的確に理解しよ

うとする態度は，中間入の合理性とよく適合したと考えられる� 12) 中関間有の思想、に連合す

るもの，� ~Jえば道教の「無j の思想、などを取詮選択しながら，ぞれが中毘仏教として自ら形を

整えるまでには，後諜初期の{去来以来，� 300年あるいは400年という蔑丹を必要とし，ょうやく

東晋時代になってからのことであった.さらに中間仏教がインド仏教と違った独特な思考形式

を示していくのは，需・!欝から宋にかけてで，天台，華敷，禅の名宗派が嘩んになってからで

ある.中でも禅定(臨想)は，老荘の思想、に培われた中岡入の心にはきわめてふさわしいもの

であった.そしてその中で，死とは荷か，生とは何か，ひいては人間と辻荷かという思索が深

められていったのである.

また，道教が，中国民衆の中から自然発生的に生まれた宗教であることは先に述べたが，

い問古代からの土地に呪持された呪術や鬼をどの迷稽や土着積仰を背景iこした民間信保とい

う桂格が強く，教団として教義を整えたのは後伐になって，談漢の噴であった. しかし，それ

以後も土着的道教は民衰の間で決しですたれること誌なく，一宗教としての認識を紹え，輯広
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い中閣の文化の土台に色彩を与えることになった.近代に至るまで土地土地で祭られていたの

は，こうしたこ上積道教の神々であり，それが金活全般にわたって大衆の羅針盤となってきたの

である.

岳熱発生的に生まれた民間信仰が.� 7，∞s巻に上る教典を綴基し，堂々たる思想体系を築き

上げるに至る過殺は，文化的にも宗教的にも興味深いものがある.まず，先秦哲学派である� f道

家J の学説を奪取して道教の宗教官学の基礎理論として捉え，さらには道家学誌の開担である

哲人老子を教祖に祭ったのである.こうして道教は老子，荘子の哲学を教義の中に取り込んで

教団として発展していったのである.

道教は，現世利絡を求め合理的思考をする中出入にとって，きわめて受け入れ安かったと思

われるいくつかの特設を備えている.その中の最も重要なものは医学であり� r道教医学J と

して不老長生の医術を広めたことである.中にiま呪術的なものもあったが，現在でいう鍵康法

くから着目し，技場を願う万人の頼いに応えたことが弐衆の支持を得られた大きな理由で

ある.

三教を発祥の鎮に整理すれば，罷教，道教，仏教といえるが，中間というま大な国土の中で，

一つの思想が生まれ定蕃して行くには，古来からの風土的な習噴や也教の教えを家り入れつつ，

少しづっ変饗していくのはむしろ自然なことである.三教が互いに影響し合い，融和して中国

語自の糟神世界を形成しているとみることができるのである.� 

3. 鵠教の死生観と身棒技法

先秦時代の畏衆生活を知るよで，欠かすことのできない希有の文献として� f山海経』がある.

各経の或立の時間的な関係は定かではないが，ここに描かれている世界の底流に，古伐中

民族社会の謙語をうかがうことができる.

設，問問など中摺上代の人々は小さ会村落共同体を作って暮らしていたが，その村落を

一歩出ると，慰留iま時間で，森や出，湖沼が広がり，野獣や猛禽の跳梁する危検な世界であった.

しかし，そこにはそれらよりもはるかに恐ろしいそノが住み藩いていたのである.それは人を

喰う妖怪でるったり，疫病や災祷を招く凶神であったり，あらゆる崇与を人間にもたらす悪神

で島った13) これらの妖'径について，諜々な説話を集めたのがW'Lll海経』であるが，災いを

恐れる気持ちは，古代人ならずとも当然のことである.先秦時代を代表する思想家，孔子はこ

のような妖怪や鬼神に関しでは，“脅カ乱神を語らず"♂論語』述而鱗〉と，意関的に多くを

語らなかったが，ぞれは知識がなかったからではなく，むしろ実体に良く通じていたからこそ，
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それらを軽々しく語ることを避けたのだといわれている.事実，孔子は外界の超現実的な能力

や鬼神について非常に博識であり，それによって災禍を免れたという説話がいくつか残ってい

る.このような説話は人間の生死の本質に触れたものではないが，先秦時代の一般民衆の意識

の世界はこうした呪いや禦りの世界であったのであり，このような意識背景と民衆生活が，そ

の後の需教と道教の生まれる素地となった.

(1)傷教わ死生観・天命・指命論

高麗の時代に iま，人と対持する外的世界のや心はすでに「天」であった.天は帝の最上位と

いう意味で，中題が毘家を彰或していくにつれて，次第に上帝を志向していったその究機の結

果である， しかし帯にしても天にしても，このような概念は民衆の需に自然に成立したものと

はとうてい思われない.むしろ外的世界に対する民衆の畏悔や敬碍の念などの京教的心構を巧

みに利用して，意国的に講築された理論で島ると考えられる.天は至高無上の概念で，人間を

含むこの世界の一切を生みだし，主宰する絶対者である.この天の思想、は宗教理議としてもま

た国の統治理論としても，非常に優れたものであったが，見落されないのは，これによって合

理的思惟方法を発展させたという闘である.合理的な恩惟を発鹿させて 体系的な思想を構築

したのは，孔子が最初であり， を祖師とし，孟子，笥子と引き継がれていく思想の流れが 

儒家または儒教である.

f需教は，その成立の初期から閣の統治理論としての性格を有していたので，社会制度の維持

に大きく貢献したことは事実である.しかし，思陸方法が合理性， していたので，

逆に理論にほころび、が生じると繕うの辻難しい.前漢の時1tに となり，全盛期を迎えた儒

教も，政治理論としては早期に役自を終えたが，宗教的 の思想、は，政治の舞台とは別の

世界に していったのである.

穣教の特畿はその現実の実践性である.また現実の社会体棋を維持するために札，仁，孝

などの道徳の護費性を説く，穆己治人の理論であった.このことを考えても，死生観や生命観 

iこはあまり関心がなかったことは当然である.孔子は，その能'性を諜く愛した弟子，頭毘が若

くして病死した際，激しく場突して“ああ，天我を喪ぽせり，天我を饗iませり"と悲しんだと f議

語』先進鱗は伝えている.これをみても，死を天命として蕗覚はしていても，その悲しみ鵠突

する姿は，死を組克した諦観とは程遠い感情の吐露である.すなわち儒教は，この現実の生を

いかに生きるかという指針は示したが，死や死後のことは，天命として人知の及ばないことと

捉えたということが分かる.しかし，孔子自身は，前述のように死後の霊魂や魂暁の存在を認

め，祭ることを麓視していたが，儒教の教義としては，ぞれよりも現世の生き方の方がより
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要であったということである.それゆえ，逆説的にいえば，死を考えなかったということ

教の死生観ということになる.

また，儒脅Ijに基づく先祖崇拝は中闘では重要な意味を持っている.これも儒教の大き

とされるが，それはあくまでも現世の社会秩序を守るため，現世の家を維持するためのもので

あった山，先櫨を祭るために子孫の継続や繁栄は欠くことのできない要件であり，これを

として費んだのである.自分の生は父培から身体を受けてこれを子議に伝えるためのもので，

遺形としての身体が重要調されたので為る‘たとえ畠分は死んだ、としても生命が連続していき，

子孫を通じて生命が続いていけば 自分の生の意味も果たされることになる ω.偶人よりも

家や集団の存続が重要であり，社会体制の維持のために個人の生が捧げられるのであるが， し

かし，ぞれTも滅びることがあるとすればそれもまた天命なのである.

天命とは，夫の絶対会令で，人間の生死もまた天命であり，ぞれを荷命として受け入れれば

よい 繋辞伝〉このように犠教の死生観は， るともいえる. 

(2) 儒教の身体技法 

i需教の教義は，身を修め， を斉え，国を治め，天下を平和に導くための思想であったので，

それを具体化するため を強調した.儒家は静坐などの方法を用いて，身を

務め，人関本来の?生糞を 知的な能力を高め 性を修養することに力を注いだ.これ

に有為の人材を育成し， 1こや札，孝を広めるためである a

また現実の生も，決して生きるための生存ではなく，人生の髄笹と抱負を実現させるためで

ある.人の生命が重要なのも，理惣、を実現させる前提となるものだからである.孔子の均し記J

は，“愛其死以有待也楼其身以有為也其備機有如此者"つまり r身体を鍛えるのは

中で役立てるための準慌である」と記されている.この点が儒教の身体技法の出

札道教， iム教と異なっているところである.
しゅうしんようせい 

多養・修身養性11 a. 

身体技法の目的は，自己の素養を高め， ることである. を知

ることができれば，志は定まる.定、が定まれば心が静かになる.心が静かになれば思惑が深まる.

思臓が深くなれば至替を把掘マきる」と説く儒家の修行は，主に静功を中心にしたものである.

また，宋代の蘇試と沈揺の F蘇沈良方』には「問養生J という一編があり，儒教の身体技法の

「安J と「和J だという r安J ，ま心を清らかにして外来の誘惑に負けないようにする

こと r和J は外来の刺激をうまく講和することをいう.すなわち r安んずれば外の物事に刺

激されることなく，和すれば何事にも遺志でき，燦わしさがなくなり養生にかなうものだj と
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いっている.嬬教は，このように精神や情緒を安定させる修養を穣むことを多く教えた.

李氏に“益者三楽 損者正案"という言葉がある.有益な三つの楽しみと損な楽

しみを述べたものである r荷益な楽しみとは，礼楽の節度ある暮らし 人の善行を話す，賢

い変人を多く持つこと，損な楽しみとは，患い上がった楽しみにふける，気ままな怠穫な暮らし，

宴会主昧にふけること」などである.

{書教の重要な徳目である，仁，義，礼，知，孝も心が発動するものである.心を正しくする

者は人の遊を知ることができ，天地に通じることができる. したがって，藷教では心を正しく

うことが例よりも大切なのである  r本来 若死も長生きも元は同じで別のものではない.

ただ運命に帰するのである.すなわち誇養して後のことは天舎を待つだけである.心を養うに

は，欲謹を少なくするのが最も長い.欲望の多い入で長心のある人はわずかである」と  'L'の修

養の根拠を述べている. 

b.静坐・学を極める

{護教では，学問を極めるための静坐の効能安説いている.四番の中の r大学』は，その関係

を r雑念を止めれば穏やかになる.籍やかになれば静かになる.静かになれば思慮ができる.

思憲すれば学聞が得られるj と記している.また，孔子の弟子である競削は「坐志j を愛好した.

頚聞は  r身体を緩めて思考を止めて，身体から離れて禁念して，大道と融解する  J と述べて

いるが，これが顔回の体得した静さ肢の奥義である.

また高名な歴史家，郭沫若は儒教の静坐iこ関して次のように述べている r宋，明代の儒教

に重んじられていた静坐は，仏教のさ投禅からきたと悪われているが，ぞれよりずっと早く，春

秋戦国時代の顔回の頃に遡れる.仏教がまだ中関に伝わっていない時期に， f語教の静生はすで

に行われていた.J 

また，中国古代の詩人も，熱心に静坐を持ったといわれる.自活易は「負冬日 j の中で r世

事を忘れ目を閉じて静坐をすると 紫車が調和して生き生きとし 芳醇なi曹を歓んだような気

持ちになる.そのうち長い冬践を終えた動物が春に闘を覚ましたような心地になる.全身はi容

けるような快感があち，心には少しの雑念もない.気分誌広々としてわだかまりがなく，どこ

かも忘れてしまう.まるで議空と一つになったかのようだJ と詠っている.求代の詩人

蘇東波や睦遊も，静坐や静功の効果を f蘇沈長方』や『剣禽詩語』という書の中で述べている.

また同時代の程顕と朱喜は  r半日静強，半日読欝j を理想、とし，その著書 f調息銭』で，

体的な静生の呼吸法や入静法を紹介した，韓顕は静坐の代わりに「敬坐」を考案したが，

はほぼ同じものとみなすことができる.桂顕は『元学案十二篇』で  r勉強はまず知織を得る

ことである.知識を得ようとしたら，敬を習簿し令ければならない.敬がなければ，心と脳は
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なる. したがって敬の晋得に専念することも勉強自体とみなさなければならない.J と

連べた.

明代の大偶者，王揚明 iま，生徒を教えるときに静かに嘩らせたという.静宝をすれば能力と

知恵が増すことは，中国で泣かなり古くから証明されていることで，特に儒教の説く務神修養

されたのもこのためであった. 

4. 道教の死生観と身体技法

{需教に対抗した思想と一般的にはとられている.鵠教は長い間，公的に大きな

を持ちつづけたが，老荘の患懇はその議閣を支える思想、として主き続けた.また，古代の

諸子百家の中で，嬬教の致治や道徳に対し，最も尖鋭な対立を晃せたのも老荘道家の人々であっ

た16) 護家の唱える仁義の穫は，本当のすぐれた道が斑えたために生まれてきたものとして，

無為，燕知，無欲を強調し，小ぎかしい知恵や欲盟を否定したのである.鰭家が現実社会の中で，

を抜きにして努力をすることを尊んだのに対 L，道家はそのようなことの空しさを指揮し

た.

教団としての道教辻，吉くからある神位道や民間宗教を母体として，儒教から論理性を学び，

仏教から教留としての組織を 現実的性揺の強い宗教として畏衆の中に広まっていった.

(1)道教の死生観・

道教はその教義を「道・タオ J という言葉で現している.そこから道教という名称も起こっ

ているのであるが r道j とは，道教の教典 f道穂経』の道体論に示されているところによると，

かっ生命本体をあらわす言葉である.選辻宇宙万物の発生する根源であり本体であ

る.生命は道から生まれ，また道に提る.万物が万物として活動する現象，すなわち宇宙語別

不老長生
ふろうちょうせい

であり，人の生死もその一環として捉えるのである.若子 tt，r生は死の件関，苑は生のはじめ，

誰か生と死の筋道を知らんJ<11'荘子』外p 苑生・存亡は一体のものたるを知る J寵・治北遊繍>r

つまり生と苑はー続きのものであり，恐るに定与ごといということをいっているのである.

の思想は，このような宇宙論によって，人の生苑をはじめ万物生成の根拠を顕した. 

F老子』には r道はーを生じ，…はニを生じ，二試三を生じ，三は万物を生ず」と述べら

れており， しかも，このーなる「道」 は，規ることも聴くことも手で触ることもできず，始め

も終むちもない，永久に事在して名付けられず 無物に復婦するというのである.この

を横代の学者は「気J と解釈しているので為る 17) 気の概念も中韻思想、を理解するよで重要



1999 109古武道研究(第 i報) (蝶) 

な意味を持つが，中でも道教との関連が深いのはこのような理由によるものでるる. 

である.ず道徳、経.!l Ii易経.!l Ii性命圭旨』など，J真逆論11さらに道教の生命観の基礎哲学は可

道教の教典には，滋と生命は本来は同じものでおってすべて道が変化，流動したものである.

天に陰揚があり，地に開柔があり，人に男女があるように，生命に生と死があるのも滋が変化

し流動した結果で，閉じものの遭う側醤であると述べられている.

また，道教は生命の段帯論として「四持説J を唱えている.四神と iま，すなわち識神，元神，

霊神，玉神である.識神は仏教でいう前六識に相当し，元神は長室神と陽神に分かれ，陰神は仏

教の栽培つまり濯在意識に相当するものである.陽神は高論法で これが人の最終ー識で

あり，入の存在する根拠である.霊神，玉神は生舎の最高段階であり，修練を援めればその存

在が証明できるというものである 18)ー

またIi鶴子J 天論壌には心と穿体の依存関係について r身体があってこそ心が生ずる」と

いうことが記されている. lifjh明集』第九巻iこは r穿体は心の本質，心は身体の作用であると

いう記述もみえる.作用はそれだけでは独立して存症し得ないので，身f本が滅びれば心も消滅

するのである.このように身体と心の関謀を本繋と作用に誇り当てて論ずるのはなかなか合蓄

の深い考えである.

また一方，遊教の生命観は「神仙思想、」といい，不老不死を自指すものである.この神仙患

想、の芽生えは，中間民衆の素朴で原始的な信仰や迷債の世界;こ求めることができる.構や死や

災いは悪霊や妖怪のたたちであると需じ，その悪霊を呪箭や魔禽によって追い被うといった時

代には，死は入聞の力の及ばないものであった.それだからこそ妖琶の仕業と考えたのである

が，そうした時代を過ぎると，次第に死の不条理を悲しむ気持ちが強くなっていった.こうし

た死を厭う民衆の気持ちから生じたのが，長生本死への頼望で為り，不死を得たとされる他人

に対する信備である.

秦の始患帝や諜の武密が，不老不死にあこがれて 方士に命じて不死の薬を探させた話辻有

名である.神仙思想の根本は，人の永生を確信し追及することであるが，生身のままでの不老

を頼い，挟源郷などと呼ばれる仙界{理想、境〉辻，他界ではなくこの世のどこかにあると

確信していたのである.ぞれゆえ道教の生命観は，瑛昔利益的といわれるのである.

しかし長寿を最大の目的として，呪街や仙術をもって生を希求しながらも，最終的には生も

死も宇宙法艇の一環と受け止めるーつまり道教は，人間が完全に死から逃げられる方法を伝授

したので誌なく，生きている繰りは，自分の健康に注意をし，長生きをすることが神伯

つながると舘じたのである.
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(2) 道教の身体技法

道教はその実践性によって最も多くの身体技法をもっており，身体技法と る文献は

ら多く発見されている.代表的な書籍は『鹿島参向契.Jl道義.Jlr太平語Jな る� r太

には「精・気・持j を人爵の生命の三大要素で、あると記されている.
せいみちいそうし櫓う� 

a盆性命茨穆・

精・気・神は人間の生存の出来で為るが，精・気を肉体生命の盛衰，強弱を決定する要素，

神を生命の主宰であるとしている.道教の性命双修の思想、は，形神統一，心身一体の生命観を

したものである.性命と形神あるいは心身は，共通する概念で，性，神，心は，人間の

精神活動や意識を指し，命，形，体は，人男の肉体の機遣や機能を指している，道教の身棒技� 

j去の特雛は，構神と身体を£わせて移練することにおち， らが欠けても成与立たないので

ある.

また.靖は肉棒の本能と結び、ついた時の気の状態，神は訓練によって純粋な状態にま

られた時の気の状態を指すこともある.つまり，精の状態にある気をコントロールすることに

よって，次第に神の状態に純化させ高める訓績をすることが性禽双修の極意ともいえる，

b. ・

穿{本技j去の探知は，道教も仏教も，鶏究謂患，謁詩という している.課身は身体

命功
めいこう

身気修練
じんきしゅうれん

の姿勢を整えること，謂怠は呼吸のコント口一ル，調神は雑念を て意識を集中することで

為る.

図場主堆漢慕のすべて.!lr導引図」より
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道教の調身，調息は，動功また辻命功と呼ばれる.動功は，吉代から伝わる導引術から発展

したものである.動功は筑を巡らせる行気. i業i喪を欽み込む激昭，按摩やf本操，動物の動きを

模散した導ヲ i術体操などを結び、付けた券体技法である.

導引は，老荘の時代から行われている鍵嫌法で，漢代の墳墓として名高い馬主堆 3号墓から

出土した南書には，熊経，鳥伸，虎顧，亮j谷，魚躍，弱視，竜導，亀臨，燕飛，蛇間，猿拠，

兎驚，狼拠などの導引図(!Zl1)が撞かれている.

清代に，呉尚先がその著者 F理論耕文J で r荘子のいった“呼吸吐納 熊経鳥停"の人文

こそ導引法である.J と述べた中に，熊経は，熊が木に登ってぶら下がること，鳥伸は鳥が

飛ぶときに足を停ばすことという注釈がつけられていたことによって，その解釈がずっと継草

されてきていたのであるが，掲王堆の導引院によって，はじめて熊経がぶら下がちではなく，

熊のよう ι歩くことであることが分かったのである.出土した導引菌は，中届の身体技法の糠

を解明する上で，非営に緬{肢のある手がかりを提供したことになる. 

i留には訳出の動物が主題として取り上げられている.熊，猿，狼， 鶴，虎，鶴饗な

どである.これらの動物と一体化し，そのイメ…ジを撲とるということは，神話的なトーテム

崇拝の名残で為ると見る人もいる. しかし，これは，動物の姿を借りることによって，人間行

動の限界を打ち毅り 人需の生命議域を拡張しようとした試みなので為る.

戦国時代の名底，華陀によって創業されたといわれる f五禽較J は. re.鹿， 熊，鶴と

いう五種類の動物の形象を医嬢体操として編んだものであり，動功のル…ツである.これは現

代の中関の気功(身体技法)大経功 鶴頻功の煎1きとなった.五禽戯は 当時の人体生現学の

知識に基づいて誤られたもので，主な動作は，簡をかみ鳴らす，瞬j夜で日をすすく¥唾護を飲

み込む，拳を極りしめる，かかとで踏みつける，関手を会叉する，是を伸ばす，日を持さえる，

耳をヲ|っ張る，顔屈をこする，襲を伸ばす，艇を引き上げるなどである.

道教は，これらの導引祥三操を狩うことによって焼気を予拐し，病気を治療し，韓康体になれ

ると考えたので為る.道教の名人，暮洪は「導引は第一に精気の作用を謂節する.第二は穀物

の清化，第三は風のしりぞけ，第四は患気を藍んにする J と述べている.老子は r天と地の

間iまふいごのようなもの，空患だが尽きることなく，動かせば動かすほど万物が生じてくる」

といったが，これらの導引体操によって体を動かせば動かすほど，人の精神がますます盛んに

なるという意味である.

道教は，不老長美子に導引を重視し，道士たち辻，修行として巨常的に実践した.道教の有す

る導引の文献には，百あまりの技法が登場し，各派それぞれの秘法があり，禄式は実に多謹多

様である.
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ぜいこう しんじんし冷うれ人� 

C. ↑生功・心神修練

道教の「調心Jは，性功(静功)と呼ばれることもあふ性功は，心神を修練する技法で、ある‘

性と心はもともと一つのものであって分けることはできないが，性は生命の本質，心は知覚の

中樫である.生命なければ知覚なく，知覚なければ生命は成り立たない.つまり，性は心の本

費であり，心は性の作用なのである.心を修養するためには性を修養し会ければならないし，

性を修練するために辻4、を穆練する必要があるのである� r登真隠訣j には� r身体の修行は，

すなわち其理体得の修行であり，真理体得の修行は心の修行であるJ と記されている.つまり

修練は性・心の修養が中心であち，純真の心を鍛錬して雑念に心を蓄しきれないようにすること

である.心神や性慢は最も外物に影響されやすく，出量欲や名誉に溺れて筑・血が損なわれる

と短命を招いてしまう� r准南子J 謀道部iには� r喜怒は遊の逸脱である.憂い悲しみは穫、の過

失である.愛増は心の過誤である.J また，影橿iま� r入障はものを考えないではいられない.

だから徐々にそれを取り除いていくべきである，身体がからっ出で，自由に運動をする気だけ

が存寵する.呼吸と筑が整えば，いかなる病気も生じない.J また� f畠道真書sには� r内丹を� 

多様するいは，散漣な思考と棄想11穆練するためには，まず心を修練しなければならない.心を

を心から取り態いて清捧にすることであ与，仙家はこの方法を伝えてきた.地の道はない.J 

と述べられている.これらの記述はみな心を清捧にし，心性を錬養する事を最重要とみなして

いる.これこそ道教の基礎修行である.

道教では心性を錬養する静功ははとても豊富である� r荘子』に“心斉，座忘"rr太平経μこ“守

，存持，止念，収心、，脊思，定観，内視，守中，種法"などと記載されているが，これらは

すべて静功である.

道教の静功の特徴は� rr性命主主』亨集の付載によると� r吸いても駆っていても禅はできる.

結搬鉄坐に間着する必要はなく 普通の盛与方でよい.駆り方は同じでも孔心内法を心樽てお

れば凡人と辻異なってくる.孔心内法とは，常に心を命門に議ねて罷くただそれだけである.

耳や日誌身体の内，心臓は身体の産敷，命内は身体の異議敷である.九人は座敷(心)で暮ら

しているため，いろいろな誘惑が簡単に円から入ってきて心を迷わせてしまう.修行を積んだ

入は奥座敷(命問〉で暮らすので，誘惑はつけ入る隙を年えない.心を興産敷にひそめて養い，

耳琶を空虚にしておく，もし鹿敷で物事を処理する時は，耳認を道具として使いこなす.坐禅

をする時，このような孔心内法を心得ておかなければ，姿勢はゆるみ，心はまとまらなくなっ

てしまう.J と述べられている� rr壇経』には� r雑念が起こらをいのを坐といい，意識が集中

して動揺がないのを禅という.J とあるが，この境地こそ坐禅の素晴らしさをあらわしたもの

である.
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また道教には，安静な横臥の状態を特徴とする睡功がある.有名な睡功法としては「陳持雌功J 

f虚靖先生腫功J i陳自得腰功J i伊清和瞬功J i先天派睡功J i抱竜睡眠功J i小塔橋臥功J i大

塔橋臥睡功」がある.

道教の身体技法は，以上のように「性J を練り i命」を修め，性と命の修行「生命双{r多J

によって安静，無為の心境に遣することを目的とするのである， 

5. 仏教の死生観と身体技法

仏教をひらいた聖者釈尊の説法は，常に鰐外なく「さとち j という豊かにして深い宗教棒験

を生きた岳穿の人格を通しておこなわれた.釈尊の人搭の光に照らされて生き生きとした教え

も，その入滅以後は，記録化された教法に基づくものになち，解釈をめぐって次第ι多くの教

誌に分かれるようになっていった 19) 中国に伝わっ すでに多段に分かれて布教し

てお母，したがって，中昌仏教の正統思想を一つに求めること る. しかし階，唐初

期は仏教史を画する大きな意味があるといわれ，この時代に されたことは間違

いがないところである 20) したがって，この時代の中 きな足跡を残した天台と禅

の思想、を主に{府轍しながら論を進めていく.

(1)仏教の死生観・

仏教初期の基本思想は「空」ということができる.空とは単に，ある，ないというような意

を指すのではない.形あるものの本賓が実は空会のだという 2]) これは fさとち j

によって知られる趨次元の境地とされている.

釈避は s年間の難行苦行の末，菩提樹の下で宝弾し，ついに最高の境地

輪廻転生
りんねてんしよう

りJ毒.tH:有数彼有 .u:と生故後生 .u:と禁故後禁 iむ或故後滅"これあればこれあり，

これ会長ずれ;まこ これなければこれなし これ滅すればこれ減す と語ったとされてい

る これは，ものごとにはすべて原国と結果があるという相互荻存の関係を

した として仏教を糞く根本環理となっている.

さら 国縁"と，すべての物事が，生まれ起こり，変化し，滅する現象を

縁j という した.生命の永遠性については“非断非常即生即死 而又悶果相続不断

的蕪窮 く『仏教史Jl>つまり，生命に関わる要素は，すべて「因縁」の結合

であり， よゥて生まれたり消滅したりするのである.これを「自性本空」といい，永久

の自 ることはないのであるから，生命に執着することは間違いである.生命は“始
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終生生滅滅 菌因果果"流動している.これは人間の生命だけではなく 宇宙のすべての事象

も因果隣孫をもって生越しているのであるー人が現世で存在しているのは，前世の関の果であ

札現世が関となって来世に果があるのも当然なのであるー自国自果や因果正、報の思想、である.

釈迦は，人の生死についても諸行無常の道理によるものである.そもそもこの世の中に確実

に自存しているものはなに一つなく，肉体も因縁の和合の結果なのであるから，死を迎えるの

も諸行無常の道理による.生まれて死なない者はなく 生老病死は何人も避けられないことで

ある.これを直規して，生が無{警であることを悟った特に紫上の安棒、を縛る，すなわち死を乗

与越えるのである.仏教本来の死生観辻このように 自分を死ぬものと自覚し Iこの世にあっ

て連繋を得る J 境地が無上のものなのである 22)

また，仏教は同時に，吉ftバラモン教を発祥とする地獄，畿鬼，吉生，修羅，人間，天上の

六道の輪建転生説も教義として有している.本来 初期の仏教はこのような思惣はなかったと

もいわれるが23) インドにおいて普及していく選程で取り込まれ，定着していったものと思

われる.嬬教や道教にみるように 現世中心の思想しか持たなかった当時の中国人に取って，

能量や来世の悶果や輪廻を説く仏教はなじみのない思想であったが，現世の矛盾を理解する一

助とな与，また，儒教の家族制度の中で先祖の来世での幸揺を祈るという孝の輔神に合致する

部分があった.また 地獄絵罰などとして残されたものを見ると仏教も道教も非常に酷似して

お与，二教ともインドの古宗教の影響を受け 次第に融和していったことが分かる，地獄の脊

在はさておいても，生死を超え，輪廻を超克することが仏教の究極の層的であることには変わ

り令い.

生命意識の本体については I唯識学j が意識を段階的に述べている.唯識学で、は，意識は

八つの議(心の働き)に区切られ，その八識を「眼識，耳識，鼻識，舌議，身識，意識，未都議，

問頼耶識J としている.前五識は顕在意識として感覚されるいわゆる五感で，色，声，香，味，

触として意識されるものである.第六識は，恩恵，分別，判断などをする意識，第七識の未那

識は，その奥にある潜在意識で，六識の拠り所となるもので為る.ここが自我意識とか投執を

生み出すといわれるが，未部識は， i祭壇入静の中では感覚することができる.最終の第八識で

ある阿頼耶識
あらやしき

は，人の根本のー識で，これだけは先天からあち，無限に輪組転生してきた過去

の経験と記憶を貯えている場所である.これは心のきわめて深いところに蔵されている

識で，これが人の存在の根拠なのである制.

意議をこのよう会重患的な構造ととらえるのは，騒の構造ときわめて類似していることに気

づかせられる.
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出仏教の金棒技法

仏教の教えは，前世，現世，来世の「三世の因果応報J に加えて，地獄，餓鬼，畜生，修羅，

人間，天上の f六道輪廻転生J から解脱して，西方極楽浄土へ往生することが目的である.告

分をも，そして他人をも救うための精神的な修行を議要視ししたが，精神面に比べて，実轄の

養生観念や身体技法は 儒教や道教より その説くところは少なかったといえる‘特に道教は

現世の生を麓視したので，長生法などの多くの技法を禰みだしたが，仏教の身捧技法として辻， 

こ意味をi事持の苦議を乗り越える中11仏典の設調，禅定，戒律の助作，行脚，掲捧的苦行会ど.

見いだすという領向がうかがえる，
ぜんどょう 

a 禅定・ を る

仏教の心身誇畿の特畿は「禅定」にみられる.仏教の移行の中で，すべての宗派にみられる

持畿は，禅定がその基礎になっていることである. しかし禅は「不立文字J であるから，本を

読んでもダメ，話を開いてもダメ，禅の真髄は，禅定の実践を通して自分自身で体得しなけれ

ばならないのである.

禅の修行を簡単に例えていうと，水中に落ちた珠を探すようなものであるといわれる.珠を

探すためには，まず波を鎖めなければならない.水面にさぎ波が立っていては水患の珠は見え

ず，取り上げることはできない.この水産にある珠とは「仏性」のことで為る，身体を整え心

を一つにして禅定をする.そして自己の本性である仏笠を見つめるのぜ為る.弘性は鎮のよう

なもので，本来は空であり，告性を持たないものである.自己の内揺に離された仏性を探し，

それを見つめるというのが禅定をする本来の意味である.

禅定の要去は，安らかに静浸して時吸を沈め，雑念を払うところにある.中間では「和尚作坐」

といわれ，心を Zまにして謹繋の境地に(}たるというものである .l皇繋はすべての煩悩を寂滅し，

一切の渚j争功穫を円満(遼成)にすることである.このような不生不死の混蝶に漉するために

禅の惨行が欠かせないのである.

b.錬心
れんしん

・明心見性
めいしんけんせい

と

仏教は禅定を通して明心見性の境地と解脱自在に至るため，さまぎまな禅の技法を考案した‘

まず身体を坐らせる「調身」の方法としては，もっぱら結蹴鉄坐を患いる.これは自分の身体

で三角垂体を作ることによって，最も安定した姿勢を得るためである.考体がさ長ったら次に心

を懲らせないと坐禅にはならない.そこで r調者j から「譲心」への構渡しとして，

が大窃になるのである.心を笠らせるためには まず呼吸を調えなければならない.呼吸がさ授

解脱
げだっ

らないと心が坐おらないからである.づまり 時吸が宝わることを媒介として心身が坐わる.

そこで，はじめて心穿が統一されるのである e 心身統一のために呼吸を練ることの大切さがこ
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こにあるといわれる.

「謂患Jや「調心Jの技法として，有名なのが随代の天台宗祭給者，顕智和謁が考案した「六

妙法門」と「在韓法門Jである.大妙法門は，主に「翼患J を通じて入静させていく方法で，

数阜、法，髄患法，止息法，観皇、法，還(転)恵、法. i争息法など六法ある.数とは，出入患の数

を数えること，鑓とは，体内を流れやがて体外に出ていく患の動きに心を追随させること，

とは，その患が鼻から咽喉，品、腕，隣輪とめぐる関，恵、の留まるところに心を集中させること，

観とは，息、の寵まるところにおいて，その患を観察することである.還や浄は難解で、あるが，

調息をさらに高次の境端 iこ転じ 清浄を得るための特殊な修法で為る 25) 勿論これらは，頭

で学習するもので誌なく，禅定の実賎を通じて体得していくものである.

ll:観法問の止観とは，止と観を併称したものであって，両者は槙挨って修禅のご寵を示すと

いわれる r成実論J ll:観品には，“止試能く心を修して貧愛を断ち，観は能く慧を修して舞明

を断つ帥と述べられている.止観は六妙法問中の第三，第四に相当するともいわれるが，それ

に晋まらず，このご文字によってあらゆる持法を統括し得るという調心の最静鵠教説である.

このように仏教にとって，禅定は非常に基本的な穆行であり，仏教の三学「戒，定，慧Jの

一つ「定Jの修行で為る.原始教典に“心が定に在るとき，能く如実に了知す"と為るように，

悟りに不可大なものが禅で毒る. 

(3) 道教と仏教の死生観の相違

仏教が中国に根付く過程で，教義を老荘の思想、に置き換えて分かりやすく解説したり，逆に

仏教の体系を道教が取り込んだ与，互いに影響が為ったのは当然のことである. しかし鑓有の

特殻は残されており，死主観にみる道教と弘教の特徴を簡讃に比較してみることにする.

儒教では，宗教哲学として人の生死は重要な関心事ではないが，むろん需教に死生観がない

というのではない.招魂や部生という概念試あったが，ぞれがこの世で修作する目的にはなり

えなかった.死後iま子孫の執り行う先祖祭杷によって生の世界に回燥すると考えたが，そのた

めに現世で修行を積まなければならないという考えはなかった.

本墳ではそのような理由で，道教と仏教の比較にとどめた. 

a.飛昇と解脱

生死を趨鰭するための方法を簡単に述べると，道教iま「飛昇J. 仏教は「解説」ということ

ができる.共に，人間の内心深摘にある死に対する焦慮を解決し，肉体生命の長寿と精神生命

の永遠を追求するものであるが，両者の生命観には鴎たりがある.

道教は r荘子』遣選遊壌で諮られる大鵬の飛麹という英しい比畿で，その境涯を述べている.
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「北の果ての海の魚が突然に変化し となり，三千盟の水上を滑走して九万里の上空に舞

い上がり，南の果ての海を目指して飛んヤいく Jという話である.それは俗人の及びえない「無

窮に遊ぶ」境地であり理想、である.小さな知患であくせくせず，自己を放ち捨てて結対的なも

のに心身を任せきる.そうすると現実のわずらいから解放され，とらわれのない喜由な精神で

世界を飛期することが可能となるのである.このように人関社会の束縛から解放された絶対島

な精神の自由を理想とした.

仏教の解説は，現世の生の死後にあの昔として成立するものではなく 「現世において不死

となる J ことを謹告するのである.これは生死からの解説が現世において実現されるというこ

とで，現世において生きながらすでに謹繋しているというのが無上の境地で為る 26) 解脱を 

iまじめてその生は韓建における最後の生となるのである. 

b.舎と龍

一般的に「性」は，人の精神活動の本棟、を意味し，人間の心や理性を指し r命」は，人体

の活動機能の基礎で，生命や身体を意味する言葉である.また性は真意，真神など，命は元精，

どとも称せられる.さらに，性は心身を修練すること，命は精気を修練することを指す

こともある.この性命の解釈が道教と仏教では異なっている.

道教では，先天の自性と後天の肉体の対立統一の中から生命を解析していき，仏教で辻本空

を強調し，自分自身の内在的な体験から生命を解釈していくのである.

前宋の内丹派の開祖，張伯端は「震世真組体道通鑑』の中で， fj護家は命宗(呼吸法などによっ

てます、命を修嫌する修行法)を基本として教義を確立したので，舎については詳論するが性に

はあま与触れない.弘教は性宗(精神修養からはじめる修持法} として教義を薙立した

ので，性については詳議するが，命にはあまち触れなしりと述べているので為る.つま与，道

教は生命の客観'控を重要境し，仏教iま生命の主観性を薫要携しているということである 27)

弘教の?生命の関果関採によると「外在的な形体j にあまり着践しないのは当然であり，その

修fすも移設が主で為る.道教iま当初は誇命を主にしていたが，性命の諒識を深化させて r性

命禁性不存」の，思想、に至り，宋元時代以降の道家は以後「性命双修Jを唱えている.

精神の働きは形体から生まれ，また同時に形体に働きかける.従って問者は切り離すことがで

きず，相反しかっ相成っているからである. 

C. 楽と

に対する受け止め方は，道教では「楽」と考え，仏教では と考えている.この

点も大きな相違といえる.

道教では ると教えている.東漢時代の道教の教典 には，“凡
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天下人死亡， 死， 入居天地之鵠，人人得壷，不持量生地"と記されている.

つま与，生はそれぞれの入に対してただその一自しか与えられないものであるから，人間の生

も貴ぶべきものであり，宝である� r長生」も道教の話標であるが� tr題易参道契」には，

「修行の最高の境地に達すると，老化の過程を潜って累初の状態に帰ることができ，

が可能となる.J また tr老子~ ，こは� r不老長生の濯を知らなければ， ，，:本は死んだも間熱だ¥

道に志し，ただひたすら長生きすることを顛う� Jと述べられている.このように生命を尊重し，

身体会養い，人生を楽しむことが道教の特畿である28)

仏教では，人の生に「八背Jがあるという，その八苦とは生，老，嬬，死，怨，憎，愛，別

離である.この世に生まれたことが，そもそもの苦しみの始まりであち，金まれた後は，老い

も苦しみ，病も苦しみ，死も苦しみの種となる.さらに，いろいろの欲望に対する妄執と生存

に対する執着が，苦しみの生起の原因である.過去にこだわり，宋来に妄想し，現実の真の本

震を見ょうとしないからTある.このように諸欲に執着し続ける人聞の愚かさを釈尊は自身の

死を通して人々に教えたのである象

以上，道教の生死観と仏教の生死観を比較してみたが，道教は「現世j 志向，仏教は「来世」

と要約することも可能である.また方法論では，道教は� rt:生命双修」仏教は「性j を重視

する.つまり道教で';1，この世での不老不死を自的とするが，ぞれは人の生き方全体で目指す

境地で，精神も穿体も含めたものである.そして天と地と人が一体化した講和の取れた境地に

至ることが最終の目的である� 仏教は来世を願い，解説を求めて修脊をするが，明心見性{心w

の本質を見きわめる修行人定慧双移(禅と知慧の双方の修行)，止観双運(意識の集中による

字詰の観察)など，おもに心性の修行が中心であった.そして道教のように命の修行あるいは精，

気などを修練する技街に醤及することは少なかったのである.� 

6. 三教融和の身体技法

{護教，道教，仏教の三教は，中国という国土に根付く過程で，也教と教義上の対立をしたり，

逆に他教の教義を受容したり，時代ごとに各教団には駿盛や衰退があった. しかし民衆の意識

は最終的には融合して一つになっていった.これが漢民議の民族性の原型になっている思想で

ある.三教は中国人の観念，仔為，習裕，館館，患堆，感情などのすみずみに滞然一体となっ

て染みこみ，現在でも生活の手引きや基準になっているのである.

三教は，それぞれ宗教としての教義は違いながらも，共通の土台とし しているものは，

その自然観「夫人合一� j と「気J の思想である.
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自然については，西洋では自然学として客観的自然観が強く成長していき，やがて人と自然

ははっきりと分けられてしまったのに対し，中間ではま冬始，人と白熱iま本であった. これが

に代表される中留の自然観である.人間の死生についても，我々の髄体的な生命

辻，どこか大きな未知の世界から出てきて，やがて死に入ることによってまたその全体世界の

中へ帰っていくのだという.か与そめの生に対する執務を断ち切って，昌己の生命の根j惑に立

ち婦れば，人は天地と共にある大きな存在になれるのである.これが宇宙自然と…体となるこ

とであり，天人合ーのJ君、想である.そして死生をーっとみる死生一如の境濯である.この思想、は，

儒教，道教， 1.ム教いずれの怠懇でもあり，いずれの思想でもない.いわば中固という簡の死生

観である.

「気」の概念は，より中国独特の思想であり，その資料は膨大である.まさに，過去から現

まで，中田文化は「気j なくしては語れないのである.� 

(1) 烹Zちの怯統と養生

前章まで、述べてきたように，五教の身体技法は，すでにそれ自体高度の心身科学であり，現

代にも充分通用する説得性を持っている.気功の震史をたどると 古代に生まれた素朴

を瑚論的にも完成させ，身体技、法的にも洗練させていったのは，体系だ、った組織と銘力を持つ

宗教関体と医家連であったといえる.宗教者辻教義を体現する移行として，産家試治療や養生

として，それぞ、れの必要性から気や気功の深化に貢献したのである.� 

a. 安えと気功

「気は万物を講成する 全設界iこ充満している. しかし単なる賀科にとどまらず，物

と物との相互作用の媒介者でもある. は国宥の性棄として，陰と揚のこ面があり，� r可者は

相互に転イヒしあうが営に一体で離れることはない.J 気を定義すればこのようになる制.この

中国独特の概念である気は，天・地・入を貫いて絶えず流動し，人の体内にも気が流れている

という� にも気についての根源的な思索が述べらj老子11の文字がみられJ論語』にも「気11

れている.古医学舎ヂ費者内経』は，気の医学書であり，病気泣体内を流れる気の不調という.


そのほか「孟子.!I If'准南子.!I If'論禽.!I If'9'U子.!I If'抱朴子議など， f:需.J箆・仏の三教を超えて


の議論辻拡大した.そうして気に対するこのような考えを土台にして登場し


あった.


筑功の自的は人悼の「真気j を強め，体内の隅々まで流れさせ� r構・気・神J を合ーさせ

ることである.入院の生命を保証するもの;え構，気，神の三宝であり，生命を耗化し昇華す

る身体技法として気功を編み出したのである.
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b. 宗教気功

気功の原型ともいわれるものは，漢代の馬王堆墳墓から出土した「古導引図」に求められる

といわれるように，はるか古代に遡ることができる.
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図� 2 儒教気功・修業修身養性 図� 3 道教気功・性命政修形神共養

悌家功

図� 4 仏教気功・精神的鼻華の追求
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iという雷葉が，気功と閉じ意味であること辻よく知られているが，歴史的には，気功，

導引の他，吐納，行筑，服気，按麿，嫌丹，玄功など多くの呼び方をされてきている 30) そ

してこれ試行者の修行だけでは会く，一般的な大衆の健康法でもあった.

に入ると中間iま，国家も安定し文化的にも黄金時代をbかえるが，三教もそれぞれめ哲

学受深め修行スタイルを完成させた.静功の身鉢技法も儒教の静主主〈関� 2)，道教の内丹(関� 3)， 

仏教の坐禅(盟引など独自の境地を開き，現在の宗教支務の源流はここに求めることができる.

その吾的とする境地も三教異なっていたのであるが，いずれも内気功の技法，すごよわち自分自

身の身体の内部でおこなう気の鍛錬が中心であった.

鵠教気功は，世に省為の人材を育成するために，身を惨めて人関本来の良い性震を饗い育て

ることが自的である.脳を鍛えて知的能力を高め 替在能力を引き出すことに車眼をおいた.

道教気功は不老長寿を自指し，永遠の生命と合…し，不死を獲得することが目的である.自分

の身体の中の「丹(薬)Jを育てることによって，一種の超常的な心身状態を発揮するのである.

永遠の生命はもちろん不可能であるが，鍵殺と長寿には効果があり，道教気鴇は心身鍛錬とし

ては高いレベルにあったことを示している.仏教気功はさとりを得ることが目的である，実科

的な効果よりも自己の本質や自己の内部の仏性と出会うためであり 精神昇華という高い理想

主義の急彩があった31)

このように所期の目的は瀧っているが，方法論的には，調身，調，乱調心の技法であり，呼

吸と意念の調整による気功である.後にはまとめて宗教気功と呼ばれるようになり，教義色が

薄められてー殺人も錬功をおこなうようになった.� 

C. 罷療気功と武術気功

援療気功(圏� 5)は，中国では少なくとも三千年の壁史を持つといわれている.有名な医学

の官典� f費帝内経けま，経籍理論に童基づいて，気功を治療と養生の主な手段として庄、用している.� 

f也にも� r諸鶏j原{喪論.11� rr奇経八張考.11� r誠灸大成品などの震学書にも，気功についての論述が

多くみられている.また歴代の偉大な罷学者は，皆，気功に対する造詣が深く，扇鵠，葦蛇，

議j共，張f中景，鞠弘景，事時珍などは，多くの気功察法を残したことで脊名である.

気功理論体系の大部分は，中匪理論をベースにしている. したがって中医学と気功は，館、按

な関係を持ちながら発達Lてきた.院療気功の目的は，病気の予防や治療および滋養強壮であ

ち，科学性と実悪性を兼ね備えているのである.宗教的金難解きや唯心議的な見方が少なく，

気功の諜流の中では比較的理解しやすい分野といえる.

武構気功(盟� 6) ，ま，調身の技法を戦闘の武術の型からとった気功である.武術は，軍事や

戦闘の必要性から発達してきた技術であり，とくに古代においては高い実用性があった.さま
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霊 家 功 武術気功

図 5 医諜荒功.i呆龍，養生治療と予訪 関 6 武術試功・打撃や力を養う鍛練

な武術の型の組み立ては，力学的に非常 としても有効で、あった. しか

し唯一異なる点は，武術は格闘技術であり，より強く し，自分を護らなければなら

ない.そのため技術だけを追求するが，気功は，身・思・心、の の融合がなければ気功

にはならないのである. したがってどの動作も気功に取り入れられるわけではない.武術動作

として分析工夫をし，動作を洗練させていくのである.

武術気功の代表的な功法は，峨娼十二誌で，ここから後に多くの武術筑功が派生した.その

こなわれた武禽気功が，武当気功，少梓内窃，太譲先功などで，特に宗教武

と呼ばれるものである.

武禽の動作と一体である.課息詰， 持，関，合と達

して島こない，呼吸の数や深さも大きい.また発声呼吸も多い.誠心についての要求は為ま

ち高くはなく，極静，患紫，皆~といった境地には遣しにくい.もっとも内家拳{気を体内に

めぐらす武荷，太極拳)のように，意念との結びつきを重視する功法は，摘心が最も大切である.

このほかに芸術気功という分類をすることもある.優れた文学や奨術など芸術作品の創作

には，作者のインスピレーションが強く関わっているが，気功を鍛錬することによって，この

感覚をさらに鋭敏にすることができるといわれている.歴史に残る有名な謀術家は，気功の愛

好者であり，自ら気を鍛錬していたといわれている.この境地を反映したその作品は，芸術的
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な遺輩であるだけでをく，気の文献としても大切な資料となっている.気功によって研ぎ澄ま

された感覚から生みだされた数多くの謀術作品が，現在でも我々を感動させるのである.� 

(2) 伝統筑功と近代気功

気窃の功法iま大きく分けて，伝統気功と近代気功に分けることができる.さらに新編荒功を

追加して，三つに分類する考え方もある. しかし，近代気功も新編筑功も，その功法の多くは� 

f云統気功をもとに考案されたものである. したがって功法の流派を論じるには，まず伝統気功

から始めなければならない.

馬斉人は，伝統気功を，吐納派，意定深，帯想諌，周天i長， 行方むこ分類している32)

a.社新派
とのうは

気を吐いたり入れたりすることを重視する諌であり，おもに撰息(呼吸の訓練)の功法が中

心である.呼吸法の違いによって さらに納気法，吐気法胎気法の三つに分けられる.
のう曽ほう� 

(a) 納筑法

患を吸ったら，一定の時間止めておいてから吐く.止めている時間が授ければ長いほど，身

体機能は強く盛んになる. しかし効果をあせって，あまり無理に止めていると，不'決な感覚に

陥り逆効果になる.患を止めていることによる単調さを防ぐには，心で数を数えたり，一定の

言葉を唱えたちするとよい.比較的分か与やすい功法である.� 

(b) 吐気法

吐く息を長く吐き，吸う患を短くする.これを練留する一つの方法は，声を出しながら息を

く発生呼気である.呼気六学訣はその代表的な方法である，患を吐くとき，問，� s臥呼，嘘，

吹，曜という声を出し，それと共にそれぞれの音ぷ対応した六つの臓鯖の働きを強める.この

臓蹄も中国医学は，独臨の経路医学に基づいて分類しており，心，柿，緯，肝，胃，三焦である.� 

(c) 胎患法

胎見のようにゆるやかに静か令呼吸をする.呼吸がゆっくりしてくると，身体機能のリズム

もゆっくりとなり，心の中も静かに落ち着いてくる.練習には臓の内部に意識を集中して，恵、

を全身の毛穴の先までめぐらせるようにする.すると，次第に，霧の中にいるような潤いを!惑

とたり，鎌妙な暖かさを感じるという.

る.意定派

と安静を重視する派である.すなわち，意識を集めてじっと保持し，安静を保つことに

よって，次第に心を落ち着かせ，空車と静寂の状態に導くのである.練習の初歩段請では，身

捧のある部分や外界の対象に意織を集中させることを練習し，次第に時吸と結びつけて意守を
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くようにする.具体的に'i，数息(呼吸を数える)堕息(時吸iこ従っ 集める)懸息(呼

吸を時々止める)止息(じっと長く止める)観息〈呼吸と共に体内を )空観(燕念無想)

などの方法を用いる.意識のめぐらせ方には，仮観(すべては仮の姿と見る)鍔浄(浄らかさ

を体験}無為(一切のことをやめて白熱になる)の方法がある.天命の止概や六妙法門なども

噛の意定派の方法の代表的なものである.

c 存想派
そんそうは

え意識を集i擦で11意守をさらに発喪させて，イメージを溶いることを主とする.存想派の習

中させる対象を静止物だけではなく，動いているものをイメージすることもある.問えば，身

体の中を気が流れるさまとか 自強界の風景や現象会どである.こうした技法を用いて，

やリラックスの状態iこ自己誘導するのである.また，冬には大が身体を取り巻いているとか，

貰には氷習が持ってくるなどをイメージし 捧逼を調節することができる.代表的な功法とし

て，禅観法(静かなのイメージ)丹田油気法(丹田に気を集める)存懇技法(多様なイメージ)

などがある.

d.

周天功は，道家の代表的な功法である.身体を小天地とみなして，体内の気を経絡にめぐらせ，

構々まで気を通じさせることを基本鍛錬としている.これは身体背聞の脊柱と議面の胸郭の需

を作り，ぞれに治って気が流れるようにイメージすることを主眼にする，

腐天採功法の最も基本的な技法は，小周天と大題天である.小題天iまを抵，督脈に内気を巡

らせことで，大題天は，内気をさらに十ニ経脈の璃々まで巡らせることである.

題天派の歴史は長いので，流派も多く，道家の歴史と地理的関係から，北宋派，高宋派，中派，

題天球
しゅうてんは

東派，臨採の五派に分かれた.

ι 導引派
どういんは

導引派とは，動功を主とする流派で，最も長い歴史を持っている.古代の導引技法は，この

流派に壊している.各動作を単独におこなう段式導引派，いくつかの動作を組み合わせておこ

なう議式導引諌，練功者の自発動現象から発麗した告発動の三犠類に分けられる.

以上のように，各流派の特徴を整理したが，どんな流掠あるいは技法でも，気功における

も基本的な点は� r練精化気J である.隷務化気とは，食物や大気として体内に取り入れた物

質である� f鵠」を浪費することなく，生命エネルギーである「気J に転換することである.

次に，近代荒窃についてであるが，近ft気功とは，主に現在の中間で愛好されている気功で，

その流派は中囲気功務学研究会の鵡査によると500以上，愛努者は5.000万人以上にのぼるとい

われている.気功を練功する目的は，健康増瀧，身体強化，病武治療，老化防止，精神鍛錬な
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ど機々であるが，健嬢面での効果ばかりではなく，頭脳の酷きを活発にするなどということか

ら，気功を学ぶ人は，現在でも着実に増えつづけているといわれている.実際， 中国国家に底

療費の削減をもたらし， 由民の鍵燕な日 した功績は大きいといわなければならな

し五 しかし，気功は中岡国民の日常生活に，あまりにも深く港け込んでいるだけに，整理しな

ければならない問題も数多くある.それ辻，気功理論の確立，気功の科学的な研究，功法の整理，

教育方法の統ーなどで為る，

また現f-tおこなわれている近代気功も新編気功も， 元を正せば， みな伝統気功と血縁関係が

あり，変化したのは現代社会の生活の必要性や医学的詩的によって改められた部分が少なくな

いということである.例えば伝統的な六学設では，前述のような発生呼吸をするが，新編大字

訣では， それぞれの発声に応じた動作を加えている.八段鋳，十二段錦などは，武術と喜三学を

為わせた動功であったが保建筑功の分野に吸収されている.放松功は 存想派の詩殊な功法

であったが， これも現主ではリラックスをするための保健気功である� 武術の一種であった太a

撞拳，武岩拳，少林寺拳もその中の多くの動作が，今告の動功の中に吸収されている.� 

このような各技法の変遷については 簡単に述べること辻難しい.大雑把にまとめると l 

のように分類される.表は，紫剣字による分類を府いた.

表� 1 響剣字による気功の分鎖

学

教

教

教

権

術

伝統的功法の例 	 現代の例

竪

鵠

道

仏

武

芸

H吐 納 �  j辰� 胎怠功等 ...・ ・..六学訣

i窓定説 六妙法門等の静堂による方法………内養功

静功J 存想派 禅の旗想、等 ・・・-・放松功H H

{静止) 回天派 道教の内丹等 ...・ ・..周天功H

?欣Iヲ� 

「套式�  五禽能等 -・・事~林気功
I(流動的)

.ーー・・大経功

峨霞十二椛 ......鯵・・・鶴期功
動功j
(運動)	 I 

...・太根気功

十段 式� 八段錦・十二段錦 ...・・・・保護金功
I(尽窃るやり方) 

L[闘然発生〕 ………自発動功

「気と人間の科学j よりヲ!用

7. おわちに�  

人間は必ず死ぬ. これは中富でも仏教発祥の地， インドでも同じことである. しかし千ンド

人は，例えこの世が苦であったとしても，書びこの世に生まれて来れる可能性があると説く輪
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建転生の死生観で，死の恐怖を少し iま紛らわすことができた. しかし，中国人には仏教が伝え

られるまで，輪廻転生という考え方はなかったのである.ぞれまで中国人は，この世を苦と考

えずに，楽しい所とみなしてきた‘この楽しい世界に少しでも長く留ま与たいという生への希

求が，思考の出発点に為ったのである. しかし，死は必ず訪れる.それに臨んで，死や死後の

ことを教える宗教者は，その関やその地域の死金観にふさわしい説明をして死者や家族を零っ

たので、ある.

「需教の招魂再生J[""滋教の不老長生J[""仏教の輪廻転生Jこの三者の死生観は明らかに異なっ

ている.儒教は生死天金，道教は生死一体，仏教は生死超越ともいえる.構教の招魂再生は，

生命の連続性を前提にしており 自分の生を子孫の生に重ねてみて意味を見出すので為る.道

教の不老長生は，聴力のある教義であるが，ただJ犠うのではなく，食事，運動，祈祷などあら

ゆる方法を取り入れて努力をしなければならない.ここから導き出された長生第は，現代の盟

学療法の嬢嬰といえるものを形作っている.仏教の輪廻転生は 苦しみの連続である現世から

解説して，淫繋に入ることが目的である. しかし，このさとちの境地は，禅などによる心的移

行によって深い精神世界に違して はじめて得られるので為

このような鵠教，道教，仏教の死生観は，人間の死について，そして翻せば，人間の生につ

いて，我々に実に多くのことを示峻してくれる.中でも道教が，最も多くの理論と技法を有し

ていることも死生観に照らせば理解できる.生と死は，人生を相照らす鏡のようなものである.

そして生を養う，いわゆる「養生J は，皐苦から庶民にいたるまで，中間でiま長い間，生活の

最も基本的な課題であった.心身一光の中面的人甥観では，養生辻心と肉体の岡部から考える

ことは当然のことであり，身体技法も心身開聞にわたっての豊富な技法を蓄積してきた.

身体技法は[""儒教の静斐・修身養性J [""道教の導引・形神共養J [""仏教の禅定ー構神修楼」

ということができる.それぞれの教義の閥的を達成するために，長い詩密告費やして改良を加

えられたたきまさIな技法が，現代に引き継がれ，さらに洗練されて現代気功や鷺康法として

しまれている.

しかし，この分野の研究は， という聞の歴史の長さと技法の最の多さで，十分な整理が

難しい状態である.その中には，現代の日本の死の現場に照らして，役に立つ清報が多く眠っ

ているものと思われる.ぞれらを探し出し，少しずつ陽を当てる努力をすることで，現在の東

ムを真に定藩させることに寄与できれば望外の喜びである.
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日本における太榎拳の現状分析

ら見た自本太極拳の特徴一一

成� 

Abstract 


40 year日� passedin the history of “
Japanese Taikyokukenぺ“JapaneseTaikyolω-

ken" makes rapid progress during the 20 years. This technique. therefore. reach the 

high level.1 think. All the more because 'Taikyokuken" presper in Japan. 1 consider 

the characteristic of modern “Japanese Tおなyokuken".1 try it in thぞ� viewof the 

“Chinese Tai主yo長uken".Particularly. about lack of it. 1 refer to doctrin of “Onmyo 

Goおyo"in Chlinese and make a proposal of the solusions. 

概要

日本の太接拳はすでに40年の歴史を弼んでいるが この20年間で飛躍的に発展し，技衛的に

も高いレベルに誕還していると評舗できる.自本における太極拳の買なる普及と発展を期すた

めに，中罷太鑑拳からみた現在の自本太様拳の特徴を考察したものである.特に不足部分につ

いては，中国思想、の除陽五行説に基づく中岡太極拳の基本的な考え方からの課題を浮き彫りに

して，その課題解決のための提案を試みたものである.� 

1. ，まじめに

自本における太極拳の発展は，今日まですでに40余年の歴史があり，特にこの20年において，

太極拳は著しい発肢を遂げており，この事は，太極拳に対して熱い思いを抱く笹本の多くの愛

貯家が，共に協力し合い努力し続けてきたことと切り離せない.全ヨ本選手権大会の前身であ

る第� 1回全日本太援拳・中毘武衝表譲大会〈於:大薮宥立体育会館)が1984年に顕穫されて以

来，今年はすでにお部話の挙行となった.大会参加の人数は毎年増え続け，また太極拳の全国
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的レベルも向上したことによ与，本年の第15回全日本武寄太極拳選手権大会から，従来の太覆

拳規定禁路の24式太援撃と総合太極拳に担え，新たに楊式・隷式・呉式・孫式の各種太櫨拳規

定套路も都道野県選抜の彰式で導入された.このことは間接的に自本における太捧拳人口の

増加とレベルの比較評定が精密fとされたと考えられる. 日本の太概準水準 tt，今日までの発襲

過軽においてすでに覆勢で特有のものを持っているが，今後更に飛躍することができるように，

日本における太握拳の現状を観察，分析することが今自の目的である. しかしながら

には，問題点も同時に存在すると患われるので，その問題点を抜き出し，今後の閤際大会にお

いて，更に護れた成讃を勝ち取るための参考に供したい. 

2. と中間文化の関連性

太極拳といえば，多くの人は韮極当たり前のように「機購」と結び付けるのが昨今の現状で

ある盆 しかし中間で誌持に最期にわたち太樫拳に携わる者や指導者は，その一般的な理解につ

いては半分は正しいとしているが，実際には龍にも広い意味を持っていると認識している.

太極拳は中 E童文化と密接に結びついている.中富哲学の中の陰陽五行学説は，中国文化理論

のよ与どころとなる中程である.特に， I塗鵠五行学説の事物に対しての観点とは，世の中の万

物はすべてに除と陽が含まれているとし，この詮揚関係は永遠に変化するもので，それは自然

の規律のようであり，如何なる入もこれを変えられないのである.ぞれ辻鰐えば四季の移り

わりのように，このような自然の変化を入は捧止させることも逆行させることもできないので

ある.ただ人々はそれらに頼hI5，協調するより仕方なく，間が降れば，去に対し停止を望むの

ではなく，傘をきして自然界に瓶応するという道理である. しかもこの雨が誇ることを陰揚変

化の観点から認識してみると，世の中の一場はすべて変化の中にあり，雨は降り続くのではな

く，やがてほ止んでいくものであると考える，

太擢拳は中国文{との一部分であり，おのずと除陽五行学説の特徴を兼ね讃えている.太樫拳

動作法「雲が行き水が流れるが如く，連綿と絶えることなく，終始絶対的な停止や中断はない」

という特徴を持っている.自然界の盟季の移り変わ与という形のないものが，太楠拳において

ほ，港らかにつなぎ合わされた動作によって具体的に表現されている.その龍にi重湯共存の関

係を具体的に表したものは，身体の「内外Jが共存することである.すなわち，ただ外形の型

だけを重んじるのではなく，同時に内在の意識や想、後方も協調させることである.具体的会運

動の過程では単に動詳の柔らかさだけを要求するのではなく r柔J の中にも惜しの意識を

含むことを非常に重視しており，これもこつの対比があって初めて存在する除と陽の関孫であ
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る.その対土とを太榎拳の替葉で iま，梁らかな動きの中にも力強さを務める「柔中審揮し，力強

さと柔らかさは棺助け合う「開IJ柔相済j，外影だけでをく糟持も兼ね備える「形持莱鏑j，リズ

ムの「緩と怠j，動作の柔らかさと張りを表す「離と柔j，議心の「議と実j，動作の収縮を表

す下関と合」等と言い，これらは太極拳の中での詮陽共存の重要性が明瞭に説明されたもので，

実際の動作或いは動作過経に反映されている. 

3. 太樺拳本来の目的と特徴，現代の役割

とは，中田{云統文化の一つであり，緩慢で柔軟な動きを特畿とする運動である.

的には護身や鷺康面，また余暇を過ごす娯楽としても憐れた効果があるが，その発展は，

に歪り新たな呂的が形成されている.開えば太概拳を嫌習する仲間違との交流を深めることも

できるし，また太極拳はスポ…ツ競技へと発襲したことにより，競技参加を通じて昌己満足が

得られたり，問時に技術面等の良己評錨もできることである.

太撞拳本来の特徴からいえば，その運動は詣熱に任せることが最も大切なことといえる.動

倖は緩慢で柔らかにする，姿勢には本があるが硬張らずゆったりと構える，重心の鹿実は明確

にする，身{本iま余分な力を抜いて緩める，思想、を集中させる，殺めと締めを結び付ける，運動

通桂は滑らかにする，すべての動作は張形で進み直線的な動きは避け，また，姿勢においても

各関節をやや殺めて弧形を部つ等，幾つかの特畿がある.このような特離は，つまり太樫挙の

埋ま括であり，太極拳辻持に動作が竪く硬張ることや，弧形で進まなかったり，上下殺がうまく

されず連動しないことを権力避けているのである.このことから学習者はまず，太穣拳運

動の特徴を正確に理解してしっかりと把擁し，一つの「套路j の繰り返し練習を重視すること

が大切である.議路とは，数十の武術単独動作の組合せにより編成されたもので，決まった顕

に基づき，的確につなげられた道筋・メソ…ドであり，始まりと終わりの動作が為って，

つの完成された隷習過程が形成される.

太極拳は武術の一部分iこ麗しているため，本来太極拳を練警する話的には護身の意味が含ま

れており，昨今でもまだこの目的拭失われてはいない. したがって，これまでの太極拳の綾習

といえば，裂を学ぶだけでなく格闘の意味や実践的な運用をも理解することであった.そうで

なければ全面的な達人とは称されなかった.なぜならば，太極拳は武荷であって舞踏ではない

からである.太極拳の練費過程において 各動作の用j去を聴解し身に村けることは，技術レベ

ルを向上させる良い手助けとなる.

太樫拳には確かに身体会鷺康にする作用があるという一面もあ与， を練饗することに



1999 131古武道研究(第 l報) (様成忠) 

より，身体辻健康が保たれるという効果が得られる.特に年齢と共にだんだんと激しい運動が

穿体に適さなくなっていく中高年者が，年齢制臨もなく，身体への影響が護しいため負担もほ

とんどない，この健康的なスポーツとしての太極拳を好んで楽しんでいる.また太接拳を練習

することは気構らしを兼ねて余暇を楽しむという役裂もあり，これが年配者に広く受け入れら

れている一つの要因ともいえる.太極拳 iま全身運動であり，全身を連動させるということは，

身体の「筑車J を停鴻させないことで島る.気車とは，中間医学の専門用語であり，中国医学

理論においては，人体内には「気J と「血」を宥し，人の生命とは人体内の気と血の流動や流

通によって維持されていると考えられている.武術に辻「外は第骨皮を鍛え，内は呼吸方法を

練る J という言葉があるが，古人の知恵ともいうべき賜物である太極拳を行うことにより，筋

骨を鍛錬することができるだけでなく，更に重要会ことは穿体内部の気血をも鍛練する鶴きが

あることである.太極拳を練習する際に求められることは，高レベルの域に達した場合に，後々

には動作と呼吸を結び、つけていくのだが，これは，呼吸をすることにより内議機能を刺激して，

…層活発に増強させていくことと 体の鍛練を通じて鍵殿体をつくっていく目的とが一体化さ

れているのである a

太撞拳の練習過程では，精神を集中させて全身の動きをコントロールし連動させていくので，

実際.f也事を考える余絡がない.これは言い返せば，一心不乱に太極拳に没頭することにより，

平素のストレスによる緊張状態の神経が，実iま良好な徐患を得ているということである.太握

拳本来の話的の一つである，余暇を利用した誤業としての役離，更には棄しみながらも身棒を

健騰にさせるという点から見れば，今後益々深刻化していく高齢化社会の中で，歓迎される運

動文北といえるだろう. 

4. 現代における太櫨拳の変化と発展

り，太甑拳はすでに四百年近い控史がある. しかし今日，太極拳はもともとの基盤

を保ちながらも，微妙な変化が生じていることは確かである r太議拳の現ft1tJまた iま

極拳の変化・発展」ともいうべき現象といえる.これは具体的な動作に限ったことではなく，

思想においての変化の現れが更に顕著となっている.古人が太極拳を練習した目的は非常に単

純なものであった.それは護身のため，健康のため，更には余暇を過ごす摸楽としてであった.

しかし，現在では過去に比べるとず、っと複雑なものとなってきており，これは太極拳の発畏変

化と密接な関わりがあると思われる.前述した三つの目的以外に今日新たに現れてきたことは， 

U 伝統文化を継承すること. 2)太援拳を練習することにより，技術面だけではなく，練習
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者聞の惑i警の交流を行うこと，� 3)新式の太権拳競技に参加できること 等のような新しい内

容が加わっているー部え';f'動作難度について辻バランス動枠が増えたり，難度の高い動作が組

み合わされたりと，過去に比べて新たな発展があふ持に太極拳がスポ…ツ競技に進出してか

らは，新しい生命力と自標を持たようであり，多面的な発展や変色がもたらされた印象を受け

る.本来は護身，鍵身，螺楽を一体としていた太橿拳が，言的別分校の形勢にさしかかってい

るといえるだろう.各々が異なる目的を持てば，おのずと思考にも差異が生じることは岳明な

ことであり，このような変化は太極拳発援を幅広く促進させていく上では，積握的な投割を果

たすことができるであろう.継承や発展を続けながら，不必要なものを故り除き神髄を取り入

れていくという土壌に，更に護れた経験を総括していくことができるならば，太櫨拳本来の安

を課ちながらも，新しい息吹きが加わることにより，太鑑拳界にはなお一書嬢然とした光が放

たれることであろう.� 

5. 日本における太極拳の容色と

どんな国家であろうとも，その国独自の持徴，留慣，伝統と文化があり， しかもこのような

特徴等は知らず知らずのうちに由民の思考から国の様々な分野や領域に窓るまで影響を及ぼ

し，人や物事に対しての接し また更には人間関係等に浸透していると思われる.太樫拳は，

もちろん主る所に中出文化の影響を受けているものである.� 

5→ 日本における太撞拳の改善良� 

5-ト1 艶作誌自然に緩め，動力を淀みなく

日本の太擁拳動作におけるγ等監さ，明確さ，緩慢さ等の面で';1:，詑較的高いレベルで表現さ

れているが，問時にすぐにも解決しなければならな も存在していると患われる.その中

で� r動作を自然に緩め，動力は淀みなくするJ ことが第 1の問題である.

太援離では上肢の動きは主る所孤形で為ることが要求され，寵線の動きを避けている.これ

辻，各関節が自然に緩められている状態であり，実は入部の生理構造に誇合している.孤影運

動を主に鍛練していくことは，動作が自然で円滑に行われることに有利であり，またそれは，

柔らかな動きを十分に体現することができる.特に武範の立場からは，相手の攻撃をかわすこ

とに有料なのである.

太撞拳の技術向上において追求していくものは 鴎レベルに遼したその段階に言、じて変化し

ていくべきであるが，太極拳の摸本という点について泣始終従わなければならない.この捜本
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とは「詣然iこ緩め放すJ ということであり，いつのときでもこの模本を忘れてはならない� I自

然に緩めること� J が内包する意味を，完全に理解されていない太概拳は，動作をただ緩めてい

るだけで不自然さを感じさせ，それは� γ緩める」ことをぎこち令く摸倣しているのであり，自

岳自在にゆったちと 自適に患いのままに行うという謹度には遣してい会いのである.だから

見たところ動作は堅苦しくて，その気持ちも同様に緊張しているように見受けられ，人には，

押さえつけられた重苦しい印象を与えてしまうことになる.実際太槌拳を行うことによって，

自分自身が受ける感覚や入へ与える印象は，どちらも軽やかで詣然であるべきで，人にも自分

に対しでも緊張惑を与えるものでは令いのである.自黙に殺めるという真の美は，人にだけで

はなし開時に自己も味わい楽しむというものであるべきなのだが，動作に対して，その完成

度の結果を過度に考議しすぎてしまうと，精神間や身棒にもほとんどゆとりがなくなり，当然

のことながら，このような状況下で体現された「自然に緩めること j は，いかにも無理強いに

みえてしまう. しかしながら特に競技大会では，往々にして精神的な緊犠により動作が臨苦し

くなり，自黙に緩めたり，ゆった与という感じが表現できないのが現状である.いずれにせよ

自然に緩めることは太撞拳の根本であるから その特撮を失ってしまえば太議拳の真の姿を

うことになる.

「動力を淀みなく� j することは，武梼において非常に強謁されている内容で為る.勤力とは，

意識支配下での呼吸と意識の続ーにより，…定の動作規律に基づき}II葉茅化，調和されて生じる

力である.その践が動特に沿って連動していかなければ需違いなく力不足にな与，おのずと動

力はその待用が失われてしまうのである.力不足ということは 闘いにおいて相手を脅かすこ

とができず，それ故揚力が淀みなく流れることは，武術，特に格調技の器礎となっている.勤

力を簡単に説明することは実際非常に難しい.太議挙動作の鑑心移動を翠り上げて説窮するな

らば，例えば太極拳動作の「楼膝撤歩」では，図� 3から図� 4への重心移動の過程で，投ろ足か

かとを蹴持出した後 かかとから発せられた勤力は 大腿に伝わり腰へと導き，腰から罵

て競へと遣い順調に流れてきた勤力は最設には手に集中され，合成された勢力で以て掌を押

図� 1 間� 2 間� 3 国 4 

今 __o~亡、 c::::::> 

お

「楼膝掲歩J の動作
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し出す，すなわち，栢手を攻める，という動作で表現される.これは の過程」と呼ばれ，

この過程が非営にスムーズに拳や掌へと伝えられれば， に大きくなるが，ど

こかで帯ることがあれば小さくなってしまう.動力の大小を決める ほとんど動

作過程の流れによるものといって良い. 日本の多くの練習者は， しばしば単純に手を押してい

るだけに晃受けられる.また，時には手を揮す過控で動力が分散されて，手を押していく速震

も落ちたり，逆に皐まったち，停止さえも見られることがある a これは結罵，鑓や腰等の運用

がされていないからか，タイミングがずれているからと られる.一部の選手はこの道理を

分かつてはいても，動力が流れていく技巧を知らな に，鰭~襲~競への三つの勤の力のつ

なぎが切れて，合流された5努力が形成されていな そのような状;廷であれば，当

然最後の末端である手に集まる動力は鶏くなってしま今のである.このよう会動力の流れは，

あたかも小JIIの支流のようであり. 1患の支流と合流して，そしてまた躍の支流と集まって，最

後には強大な川の流れとなり 河へと流れていくことをイメ…ジすれば良い.勤力の淀みをい

流れと河川 iの流れの道理は同じであり，勤カのつなぎがスムーズで，呼吸と意識とが合わされ

ば，それは強大な合力を生み出すのである.太糠拳の勤カは，いつのときでも如何なるところ

でも動力は途切れてはいけないとしている.効力が断たれるということは，力の中断，停止，

つながりの途切れ，突然の変化を指している.動力を連綿と絶えることなくするには，動作が

連環的，協調的，円滑的であるという碁礎の上に，効力の入れ具合の法則を把握することである.

太極拳において勤力を用いる際に要求していることは，腿や腰から発せられたのが両腕，両手

に巧く運用されて指まで到達されることであり，動き始めたら腰を要として，体全体は一つの

つながりとして達苦的に完成させるのである.また…方では勤力のスムーズな流れと体を自然

に緩め放すことは，実は密接に結びついている.自然に構えて筋肉が援むことは，動力が滞り

なく流れることに有利となり，それは効力をスムーズにさせる先決条芹といえる.今後の日

の太極拳は，勢力の過程においてー壊改藩されれtr，きっと新しい形勢が現れるであろう. 

5-1-2 表環カと武欝意識

太撞拳の発展は，今誌に主ち装務的な詣においても大きく変化してきた.現代の太権準は護

身，鍵身，娯楽としての特牲を構えているだけでなく，芸禽冨についても高く要求されている.

太種拳の芸術的な審美の器準は，中国捨揚五行学説を根拠に，自然で流暢的変化の奨しさを

調しており，それは柔の中に糊あ与，慨には業を秘め，開柔栢助け合うといっ

であり，独特な東洋の審奨意識の文化である.それ故，東洋文化芸術の表現法を犠めたいのな

らぱ，先ずは 理解すべきで，それは太極拳において にも大きな

手助けとなるはずである.



1999 135古武道研究{第 l報) (張成忠) 

武術の武芸美と技巧実は一体と令って溶け合っている‘人々は武艇を鑑繋する擦に，形によ

りその心が伝えられる武講の譲武によって 形と縄神が兼備された調和美を感じることができ

る.その奨とは，第 1は「動J と「静j が交互にくり返され，同fJJ と「柔j が相助け合うと

いうような相反された状態において，互いが求め合うという技法から感じる対比の奨である.

第 2には，動きの通程においても平衡を求め，平衡時においても動きを求めているという動態

の平衡英がある，第 3には，武第の格闘技からは，強壮なカの美や告らに打ち勝つ精神関の美

しさを，また，技切により紫鉄砲なカを紅ち巽かし，小さな力で以て大きな力に打ち勝つこと

から，武術の技巧の英を感じることができる.更には r相手に対抗するのではなく，相手の

力に従う J r自己が非常に危険な状蛾でない限与椙手に対し危険な攻撃を行わないJ rす止め」

等という基本理念から感じられる武器の美である.

太櫨拳とは，告日の身体，つまり外形で以て表現する一種の芸蔀なのだから，十分な外観を

作持出す表現力がなければ，太概拳の美を体現することはやはり難しいと思われる.太極拳の

しさを表現することは実際「岳己を志れる J ということも非常に重要なことである.大会等

を披露する時に，もし「自己を志れる j ことができれば，観客と一緒に太極拳の芸術

を享受することができるであろうし， しかも一綾の費支上の精神，つまり太撞拳の持つ芸術性

を観客に晃せて差し上げるという気持ちも必要なのである.この点に関しては一般的に経験の

少ない選手は苦手のようで，他人の議 特に大会のような重要な場面では自己の表現力を忘れ

やすく，見せて差し上げるという気持ちは薄れ，時には，全くただ動作を作り出すために行っ

ている状態が散見される.緊張が主な膿茜であると察せられるが 内在の思想意識や自由自在

の美の表現力，動作の奥深く存在する意味等が十分に表現されず，堅苦しく抑圧され，

つ自黙にできなくなってしまっている.意識の表現は大脳での想、復により創造され，それが身

体によって表現されたー械の心の活動なのであり，このような活動の想議カは豊富で、あること

が要求される.また，各動作に実際に含まれている攻防等の意味を理解しながら，動作につい

ては豊富な直感力や想橡力，創造力を葉ね備えながら，しかもそれは協調的で余すところなく，

身体で以てすべての思考を表現するのである.この点については実際非常に難しいことであ与，

これは平素身体で表現するという智讃性に関連しているだけでなく 内向的な性搭や運動神経

の敏捷性等にも，すべてに密議に関孫してくると患われる.だから意識の表現力を増強させる

ためには，まずは身体によって自己の思いを表し怯えるという翠積を饗うことである.その次

に内向的で恥ずかしがり屋の性格であるとか運動神経語においては 地道に練欝鍛練を行うこ

とである.身体での表現を主とするため 太極拳に関わって鵠も令い人にはやはり…定の難し

さが伴うが，中田文化にも理解を深め会がら実践を行っていけば，意識を身体で以て表現する
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という不足点を，最終的にはきっと克臓できるであろう.

子ト3 抑揚は明鰻に，上下肢誌棺誕う 

f持揚ははっきち，上下肢は桔従う Jとは太援拳ではー較的な曾葉である.この抑揚対比をはっ

きりさせるという意味詰，描象的な陰陽平衡の強弱等の対比が，太極拳において具体的に表現

されたものということができる.例えば 太極拳五大流派の一つである陳式太極拳は，拡彰で

螺旋を描く動作を特徴としているが，速いとゆったりの動作の蛇伏や 織と柔が融合された現

格を，全瀧校において貫いている.また地流派である揚式太樫拳は，動作がのびやかで緩やか

という特畿会持っているが，動と静を暁較にすることや重心の議実や動作の段績によって，動

作の抑揚を iまっきりとさせて表現している.異なる流派ではあるが このような対立や対比は

太援拳動作の如伺なる場面にも存在している.陰陽対立とは，除陽がおのずと鮮明な対立を

成しながら，しかも相互に消長し合い転化をしている.太撞拳はこの理論を根拠に陰陽共存・

対立・転化を各動作の中へ溶け込ませて，太樫拳の綾屡な読れの中に抑揚の風格を形持ってい

るのである. に太極拳は，速度i立大体均一荘を保つこと されている鎮向にあるよ

うだが，実擦に辻均一性の中には f速い，ゆっくり」や「強い， の対比の分配が含まれ

ており，ぞれは全通経において，相対的な均一性を生み出している.

初心者は往々にして太極拳のこの特徴的な明論が理解できていないので，太極拳の速震の均

一性とは，全体的に問じ速度で行うものと誤って認識している入が多いようである.太擾拳を

始終，完全で均一的な速震や姿勢の高さで背うことは，機識では可能で、あろうが，実際入際会

らば少々無理で為る.均一的な中にも持揚に形を変えた陰陽が存在しており，それはつまり撤

妙な変色を意味している. しかもここでいう速度的均一性を指すものは，太極拳の全体的な相

対速度であって，局部的なものでなく，これが正に除陽学説の全体的平衡観といわれるもので

ある.陰陽学説の，互いを拠り所とする理論で以て事物を認識観察すれば，深い哲理性を感じ

ることができるし， しかも理解しやすし感覚の上でも承服することができる.この理論を舟

いて太覆拳を認識検証するならば，是か苔かは，比較島正確な結果が簿られるであろう.この

ことからも号本の太犠拳愛好者は，速疫の均一性，姿勢の高さの均一性等の闘を理解するには，

韓揚哲学理論を用いて最れば，明らかに確実な回答が得られる一番の近道なのではないかと思

われる.もし，ただ一般的な認識や観点で以て太極拳を理解しているならば，ぞれは太撞拳 iこ

対して誤解が生まれやすいであろう.その誤りの具体的な主な点は いつの時でも太橿拳の速

度は絶対均一的であること，腰の高さは鈴経完全に開じであること，動作姿勢の変免iま欝霞，

と安定を保つという基本じ青いてはならないという内容である.機機的に太撮拳を理解す

るのは誤診であち，もしそのようなことがあれば， と絶え間なくすることや，自由自在の「生
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きた」自然太極拳ではなくなり，ぞれは機械的な口ポットのような太極拳となってしまう.

次に「上下相随J (上下肢は相従う)は，上半身と下半身の動作を連動させて体全体をバラ

ンス良く統一し，協調させることを意味している.それを実行するために中枢となることは，

壊を轄にすることである.特に上下肢がそれぞれ複雑な動作を作り出す時 上下肢の協調性だ

けを重視するのではなく，体のどこか一部が動き出せば全身すべてが連動されて動くことや，

また，その逆の，体の一部が静止し始めたら全体的に静まっていく，ということまでにも

カを注ぎ込む等，非常に識縮な，相当に離しい要求をしている.事実太極拳は，

鎌する体育種自である.太撞拳では r全身は，動き始めたら動いていないところはごといJ r練

習時，全穿は走先から鑓，鑓から襲へと，いつも連帯的につ去がって動作を完読させなければ

いけない」という書葉が恭すように，これらは共に「上下鼓は相従う Jrf本全体が協調される j

ことを形容している.もし下肢が動作進行中であるのに 上肢が従わず動いていなかったり，

或いは腰も動いていないとなれば r上下相磁J の真の含意は崩れるのである.拐心者にとっ

ては，動作は腰を軸とし，胴体が四肢を導いて活動を行うことを理論的には糠解していても，

頭の中の考えと手足の動作とがまだ街接につり合っていないために，全身を協調させることに

は担当な難度を伴う.熟練していくことにより，上下肢が協調され連動していけば，動作は滑

らかに流れ，おのずと連貫性もよくなる.

太極拳の練習過積では，摂気強く反復練習を行って，正確に動作が形成されるようにし，習

環化させることだけでなく，実際は良好な運動神経や力強い下半者，患の力緩や柔軟性等，体

の基礎能力車までもが吾、要とされている.スポーツが苦手で、あったりあまり興味がない入，ま

た運動神経も良野で為るとはいえない入であっても，太極拳の「上下肢は相従う j という要素

については，幾度かの皮後練晋をすることにより，習標的に身に{すけることが可能で為る.

日本の太極拳選手は今議，上下肢の謂和や協調性，自黙に流れ連動していくという去におい

て， ないかと思われる.太擢拳はとかく欝療簡が強調されている傾向に

あるが，やはり武術の一部である以上，武術は格関で島るという前提において，上下肢の調和

や全身の協調性，動作の最終に形成される全体的な勤力等が意味することは不可欠な要素であ

り，こ しなければ太極拳の勤力 ましてや武術とは何であるかなどを理解すること

はできない.このことからも腰を軸にすることの重要性を解いている「上下肢は相従う」の道

理は，盛右の銘に鎮すべきことである.
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5-2 日本における太極拳の特色 

5-2-1 動作の均整と明断度

動作の丁寧さに関しては，日本の太極拳の最も優れた特徴であるといえるのではないだろう

か.少しもおろそかにしない真撃な思想が動作中に反映されており，それが動作の丁寧さに結

びついているのであろう.実際， 日本の太極拳で動作規格については，他の種目に比べても抜

きん出ており，全体的な動作の構えはとても正確で，綿密ではっきりとして，忍耐力さえ感じ

られるし，少しもおろそかにしない真剣な心が反映されている.動作規格においては動作を丁

寧にはっきりさせることと まじめに行う精神とは直接的には関係がないかもしれないが，綿

密に且つ真剣に行うことは，完成度の面では有利な条件であることはいうまでもない. 

5-2-2 動作の緩慢さ・均ーさ・穏やかさ

動作は緩慢で均一的，そして穏やかにというのは太極拳の大きな特徴であり，この原則を遵

守することは太極拳修練者としての職責のようなものであり この点において日本の太極拳は

特に強調されており優れていると評価できる.

太極拳動作が要求する全体的速度の均一性，穏やかさ，緩慢さは，現代の日本の慌ただしい

生活リズムの習慣とはあまり符号しないようであるが， 日本ではこれらの太極拳本来の特徴を

非常に際立たせて継承しながらも またそれが優れているのは，中国文化である太極拳の精華

を吸収することにおいて，勤勉に取り組み研績を重ねてきた過程があったからではないかと思

われる. 

6. ま と め 日本における太極拳の将来的展望-

日本の太極拳はここ 20年来，非常に喜ばしい成績や多くの貴重な経験を得ることができたの

ではないだろうか. 日本での発展状況において優れた点は，単に技術面のみならず，動作の丁

寧さや明瞭さ等の利点がある.各関節を暖めることは，全体的な柔らかさを表現することに有

利であり，基本の歩型や歩法練習によって腿部の力不足を克服すれば，動作の構えを落ち着か

せ，全体的な安定性が高められる.自然に緩める，ゆったりと自適に，気持ちの上で楽しさを

享受する，形と精神を備え持つ，勤力は流れに沿って連動させて自在に繰り，連貫し流れが合

流していく全体的運動である 等という太極拳の特徴を 意識的に理解し練習の過程にも反映

していけば， レベル向上の大きな手助けともなる.

「上下肢は相従う」に至っては，反復練習・習慣の形成・運動神経・腿部の力量にまで関連

するので，まずは反復練習を行うことにより，正確な運動の軌道・位置・時間・身体の協調性
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等を臨めることであり，それは上・下半身動作が協調できないということを改める有効的な措

置である.この点が改善されれば連震性も生まれ，堅苦しさ・緊張感・ぎごちなさ等の弱点に

ついては，動きが自然で円溝になることにより，おのずと解決されると思う.

日本の太極拳水準は，持に…部の太極接種目はすでに高いレベルに発展してきたが，今後ま

すます発燥していくために また世界の舞台において吏に優れた成績を納めることができるよ

う，他国の長所にも学び研究，分析すべきである.自己の不足点を抜き出し改轄することは，

レベル向上の擁護であり， B本の太極拳は現在ある基礎の上に，指導のあり方と練欝方法が適

切でありさえすれば技術面において必ず新た会形勢が現われてくるものと信じている.
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レスリングの歴史的な経緯と

現代レスリングの課題

鶴田友美  

A松tract

レスリングのル…ツは古代レスリングにある.古代レスリングを掘り起こして，現代レスリ

ングの発展に役立てたいと思う. 日本における現代のレスリングは，アマレスとプロレスに

枝しているが，今後の両者の更なる発展のために何らかの形で「交流会蟻J の発足

ることを，日本のプ口レスリングの盗事者の一人として提案して行きたい.

1.はじめに

レスリング (Werestling) は r組討ちをして争う J という意味を持ち，古1tから継承され

てきた運動文化である.世界各地の広い地域にみられ，古代中間，インド，メソポタミア，エ

ジプト等の考古学的遺跡から実証されている.吉代レスリングを純粋な格闘競技として形成し

たのは，おそらく吉代のギリシャ入だったろうと推定されている.その後さまざまな変驚を経

ながらローマ時代を経て r武術J としての性格を強めながら中世，近世へと継承されて近代

に歪った近代の「レスリング競技Jは，近仕オワンどック大会では第 1回大会(1896，アテネ)

から公式種冒として採択され，現をに至っている. 

E本のアマチュアレスリング(以下「アマレス」という}は， 1931年(昭和 6)早稲

に「レスワングクラブJが結成されたのが始笹だという.そして翌年(1932) r大日本アマチュ

アレスリンクー協会J が設立され， 1934年「全日本選手権大会J (ブリースタイル)が鍔穫され

して行った. 日本のオリンピック大会への参加は，第 8回大会(1924，パリ)であ

るが，ただしこの大会はアメリカ在住の日本選手が参加している.そして，第18田大会(1964，
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東京)ではフリ…スタイル 5種目饗勝，グレコ口一マンスタイルでもブライ綾懐勝という成農

を残したことは周知の通りである.

今日のレスリングは，アマレスに加えて γプロフェッショナルレスリングJ(以下「プロレス J

という)が加わり多様化現象を訴している.プロレスは，文字通り fみせるスポーツ J (See 

sports) として発捜した. r40年ばかり寄与 r伝家の宝刀J といえば「空手チョップJ と決まっ

ていた.反賠の競りをつくす外人レスラ….耐える力道出.最後に鞠絞めがけて帰裂する水平

打ちが津裂し，外人レスラーの巨体がリンクに沈むと国中が譜歓を下げた.……』に代表され

るように，日本におけるプロレスは方選山 (1924-63) によって開姶され，テレピ・メディア

と軌をーにして発捜したといえる.

プ口レスはアマレスとは問根異撞のスポーツとされているが，古代から今日までのレスリン

グを通縦したとき，多くの共通点や変務の過謹を見いだすことができる.

ここでは，古代レスリングの特性を考察し，今日のレスリングがプロレスとアマレスに分校

しているが，まい視点に立って再審の更なる発震と共生の方向性を探りたい. 

2. 古代レスリングについて

レスリングtt，吉代エジプト第 5王朝(紀元前2463-2322年)のピジエル・プターホテッ

プの纂から出土した 6組の γ少年レスラーによるレスワングJ のレリーフが最古のものだとさ

れている.このレリーフを見る限りでは，すでに競技としての性搭を持ち，卓越した技術展開

を読み取ることができる.しかも レスラ…達は理想的な英しい身体をもち，技術的にも熟練

していた様子がわかる.

また，ベニ・ハッサンにある中主臨時代のケティ王子の墓(紀冗陣2050年頃，この古墳群は

王子や官替の墓といわれている)から出土した約400の鮮やかなしスリング図からは，葬祭畿札，

接従議札としての言典レスリングを堪能できる.このレスリング闘をよく観察すると，殴打技・

蹴り技・関欝技などがないことから すでに近弐レスリングに近依した棟式が完成していたも

のと推察される.

これまでの考古学の知見から持撤すれば，古代レスリングは日本の相撲に通ずるところが

あったと推察される.もちろん相撲のような fまわし」や「土銭jの存在の有無は不詳であるし，

り切り j や「押し出しJ による勝敗の決定はなかったと思われる.

ょにジプト・レスリングを寝技のある格闘技，寝技のない格闘技を相撲だとすれば，考吉学的

な室長から見る限りレスリングの方が吉いのかも知れない.
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発援された遺跡や遺物をみる限りでは，相手の腕をとらえたり胴を持ち上げたりして相手を

奇麗に投げるのが特色といえるだろう.日本の相撲のなかでの「投げ技J と同様のことを楽し

んでいたのではないかと思われる.出土した梅磁器の中に，奇麗な「背負い投げJ が決まった

絵があるからである.一部の学者の説によれば 3度投げられれば負けというルールがあった

らしい.投げるために片足をつく程度は許されたかも知れないが，ともかく立って行う競技で

あり，相撲との類似点を見いだすことができる.また，腕のとらえ方 1つにしても色々令伝統

的な盟があったらしい.

太古の時代からあった，シンプルな「力くらべJに飽き足らなくなった人聞が技携やスピード，

そして持久力を比べたくなち，人間の総合力安試す方法として格闘競技が考案されたのだろう.

子犬や子瀦が互いにじゃれつくような遊臓からの誕生だったと推察される.古代社会では，務

関競技は「占しりを伴う犠式のーっとして多くの民俗の簡で実施されてきた運動文化であった.

古代社会に響着した宗教義式は「鎮魂様札J，r服従儀礼J. r豊穣儀礼」といった意味を持っ

て最も神聖な有事として行われていたが，格闘技がその儀式のーっとして位置づけられていた

と推察される.また，世界の{患の地域にも間質と見散すことができる運動文fとが存在していた

といえる.日本の相撲，朝鮮半島の朝鮮指撲，モンゴルの蒙古桓撲等がそれにあたる.

古代ギリシャのレスリング(パレ…. Pale)では，体重による等級はなかったと考えられて

いる.当時の彫刻に見られるような均整のとれた肉体を理想とした思潮から，競技者はみな鍛

え抜かれた均整のとれた肉体の持ち主だったのだろうと想像される.当時のレスリング競技は， 

B本の指撲のように，長い関に生まれたすっきりしたルールと技第が講築されていたと強制さ

れる.均整のとれた競技者がルールに則って華麗な技を駆使して闘ったとすれば，プラトンな

らずとも，これを「理想、国のスポ…ツ J というに相応しい競技だったと思われる.精神の極度

な緊張，頭脳的判断，それに体力，これらが一体となった酷いが符われたに違いない.

ギリシャ入は神々を擬人化し 人間の持つ能力をその神々に託した.調和のとれた身体と人

関では如荷に努力してもなり得ない神々に，如何にして近づくか.この命題こそが信仰であり，

そのために人聞は錆持活動の 1っとしてスポーツや格闘技に興じたといわれているー

古代ギ、ワシャでは，大小さまぎまな祭典競技会が開催されて，全ギリシャ的祭典競技会もオ

リンピアの龍にピュテイア，イストミア，ネメア等の競技会があったという.いず、れも袴を称

える宗教的儀式とかかわっていた.

オワンぜア祭典競技会は，ゼウスの神に奉る祭典競技会であり，第 1回競技会が紀光前776

年に始まって，実質的には紀元前40年頃(地震によるゼウスの神殿をはじめとする建造物の崩

壊)まで続いた.オリンピア祭典競技の経盛期は，紀元前468-400年だといわれている. レス
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リングのオ 'Jンピアへの登場は，異説もあるが*、クシングと共に第 1由競技会からだという.

オリンピア祭典競技会には，レスリング単独種目の地に「ベンタトゥ訂ン J (5議競技)が

あり， レスリングはこの種目の最終謹自であった.この 5犠競技の護勝者の決定は，古代競技

史の専門家たちを大いに悩ませていて どのような方法で優勝者を決定したかは命日でも未解

決だという.

近代オリンピックの十種競技のように，合計点では会かったことは確かである.数字や哲学

会あれだけ発達させ 五種競技というすばらしいアイデア生んだ世代ギリシャ人が伺百年も競

技を続けている簡に，どうして総合点という考えに達しなかったのか不思議である.ランニン

グ，走り幅跳び，円盤投げ，槍投げでiま一等ニ等を点数に換算することができるし， レスワン

グでは予選，準決勝，決勝という形でJII翼f立を決められるはずだが，何か古い「しきたり Jが閉まっ

てしまって不合理な点に気づかなかったのだろうか.

五種競技種勝者の決定が，最後に残った人達の聞でしスリングで腕われたことは，五種目の

関にいわば綾打ちの諮差があったとも推定されるが，均整と調和という点からみて全くわから

ない. レスリング以外の 4種院は，いずれかの 3穫自に勝つことが条件だったらしいが，どの

ようにして決めたのか未だに定説はない.意見では この時伐の人々の男性全員がしスリング

を有い，しスリングが最重要視される文化だ、ったのではないかと推察している.

ギリシャレスリングでは，レスラー遣は全身にオワ…ブ油を塗ってしスリングをするために，

泥まみれの競技だったという.全裸の男二人が組み合って格臨する風景は，現弐に生きる私速

には男性美の限界を麓えたものとして苓るが それは需教仏教 キリスト教などによって軟

現に育てられた私達の精神のせいなのだろうかe 当時は男子人口総数がそのままレスリング人

口という世界だ、ったと されるし，それが古代ギリシャの文花であったと思われる.

さ話時の祭典競技には「パンクラチオン J (pancratiorりという競技があった.パンクラチオ

ンは，レスリングやボクシングよりも遅く，紀元前648年に誕生した.もっと多彩な競技をと

いう時代の要講を受けて レスリングにボクシングを合わせた上にもっと荒っぽさを加えたよ

うな競技であった.全裸で，もちろん手は素手である.段る，競る，投げる，押さえ込む，設

すくい，何でもおかまいなしで腕をねじよげ，指を折り曲げることも許されたという.さらに，

首を締めることも許されていたことから，ある学者は自本の柔構との類似性を説き，パンクラ

チオンにもルールがあったと弁護するが この比輸説誌疑問が残る.ともあれ禁止条項は，噛

みつことと限その他に指を入れることだったといわれ，今自のプロしスに叡た競技だったよう

に推察される.

パンクラチオン辻，神聖な祭典競技として行われていたが，紀元前200年嘆から興味本位の「見
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世物J に変費していった.高額糞金や職業競技者，巡回優勝者が出現して楼落して行った.特

に替政ローマ時代では残酷な「見せ物J になり，ヘレニズム時代(紀元議336-30) まで継承

されたが，やがてキワスト教が台頭して，オリンピア祭典競技禁令が出されて終鷲を違えるに

至る.語替313年のことだったという.

以降，レスワングやボクシングは時弐や社会の要議によって「武技」の性格を強めて継換さ

れるが，中世から近世を経て近代に至る長期間，レスリングに多くのローカルレスリングを派

生させた時期でもある. 

3. 近代スポーツとしてのアマレスと近代オリンピック

レスリングの近代化は，近代オワンピック大会が負う所が大きい.近代オリンピック大会は，

各地にある千差万別のレスリングを単一規則に統一し「菌捺アマチュア・レスリンク守連盟J 

(1921年}を設立させたからである.

レスリングは，第 1回オリンピック競技大会(アテネ， 1896年)から採択されているが，数

弁iで行われていたグレコローマン・スタイルで，体重区分艇もなく 参加選手iまわずかに 5入

だったという.以後，田を重ねるに従って体重区分幸Ijが採られ，種昌もグレコローマン型の他に，

第 4回セントルイス大会(1904年)からは，英国で生まれ米国で育ったキャッチ型 (catchas 

catch can style，現設のフリー・スタイルの漂型)も採択され，第 5回ストッタフォルム 

(1912年〉からは「罰点法j が採択されて，現在のアマレス競技規期の大枠が構成された.

日本レスワングがオリンピック大会に参加したの辻，第 8回パワ大会(1924年)からであるが，

自本が覇期的な成嬢を収めたのは第18出東京大会 (1964年〉であろう.八百一期(日本レスリ

ング協会会長，監督・嵐関，コーチ・笹諜)が率いる日本チーム誌，フリースタイル，グレコロ

マン・スタイルを併せて 5入のブールドメダリストを誕生させて「レスリング日本」の名を世

界に知らしめた大会であった. 

4. 吉本プ口レスの発展の経韓と今後の課題

カ道出は，大相撲(関蕗)を廃業して， にプロレス移行のためにアメリカ り， 1953 

「日本プ口レス協会J 発足，同時に「日本プE レス興業(蜘」を設立して，日本のプロレスが

誕生した.その後，女子プロレスも誕生して「観るスポーツ J (ブ口スポーツ)として定着し，

一車、の発展を見せて現在に至っている.
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プロレスに対しては「アマレスとは問棋異種の運動文化J rエンターテイメ…ションやリン

グ上のパフォーマンスが先代して純粋なスポ…ツとはいえないj 等の認識が一般的で，開質と

患われるプロボクシングや大相撲への認識までには至っていないのが現状だと患っているのは

筆者一人だけなのだろうか.

プロレスの場合は リング上で発現する技搭が一数人のレベルをはるかに越える過激な

技j が多いだけに，このような編った器、議が一殺生するの iまある程度止むを得ないと思われる

が，一般観衆に見えない所で実擁している γ技術の研讃」や「競技力向上のための基礎トレー

ニングJ'J，f車種目のスポーツマンと問等にもしくは問等以上に持われている.プロレスラーは，

他韓関のスポーツマンと同様にスポ…ツを愛し，プロレスという運動文化の向上に向けて真撃

な努力を続けている.

確かにフ。ロレスは興業性が強いし ブァンも浮気で次々と違うスタイルのレスリングを求め

る傾向が強い.このような日本のプ口レスの現状を刊破して環境を改善し，プロレスを「より

質の商い運動文化J に高める努力をしなければならないことを，当事者の一人として霜惑して

いる.このままでは，世間的な偏晃をクリアしないで終わってしまうー話本プロレス界にとっ

てもマイナスだし，筆者自身も承殺できないと患っている. 

5. 現代レスリングの課題一プロレスとアマレスの交流会議設立の提案

今後の日本のプロレス界の発展のために，もう レスリングの麗点にかえってア

γ レスの世界に自を向け，アマしス教育の理念と方法 してプ口レスの発展を図ること

に，残された人生を賭けたいと考えている.筆者は レスリングという本質にはブロもアマも

なく，全く向じ価値の追求，価値の創造を行っていると思っているので，何らかの形でプロレ

スとアマレスの交流の場を持ちたいと考え，何か良い方法を見いだし したいと望んで

いる.

それぞれのレスリング・スタイルがあっても良い，プロとアマの交流を深めてル…ツのとこ

ろで手金粕ぴ，おliいが啓発し合って両者の発展と共生に資することを?念願している.

少なくとも，先行プ口スポーツのプロ示、クシングや大相撲のような発撲を期待したいと考え

ているからである.
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6. まとめにかえて

アマレスとプロレスの交流の場をつくり，理念的な共通意識や方法論の情報交換等を行って

両者の更なる発展と共生の漣を探ちたいと考えているが，具体的な方策に関してはまだぞむの

状態といってよい. しかし，今こそプロとアマの枠を iまずして大局的な視点からの大同団結が

なければ発展は認めないと考えている.この提案は全くの私案ではあるが，日本のプロレス界

に身を鐙く当事者の一人として具現化する努力を続けて行きたい.
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